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春はすぐそこまで来ています

レクの森は、もう春の気配です（かんじきウオーキングにて）
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若葉小学校卒業式　



　

平
成
18
年
度
予
算
案
が
、
２
月
22
日
か
ら
３
月
20
日

ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
た
平
成
18
年
第
１
回
定
例
市
議

会
で
審
議
さ
れ
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
は
、
こ
れ
か
ら
一
年
間
の
ま
ち
の
「
お
金
の
使

い
道
」。
そ
う
考
え
る
と
、
ま
ち
の
財
政
が
も
っ
と
身

近
に
感
じ
ま
せ
ん
か
？　

私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
、
暮

ら
し
づ
く
り
の
身
近
な
お
金
で
す
。
今
年
度
予
算
の
特

徴
と
主
な
新
し
い
施
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て

　

今
年
は
、
北
広
島
が
町
か
ら
市
と
な
っ
て

10
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。
さ
ら
に
、
今

年
度
の
予
算
編
成
は
、
昨
年
７
月
に
上
野
市

長
が
就
任
し
て
、
初
の
年
間
を
通
じ
た
総
合

予
算
で
も
あ
り
ま
す
。

　

市
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
北
広
島
市
総
合

計
画
「
き
た
ひ
ろ
し
ま
21
創
造
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
き
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
そ
の
総
合
計
画
に
お
け
る
第
２
次
実

施
計
画
（
17
〜
19　　　
年
度
）
の
中
間
年
に
当
た

り
、
予
算
編
成
も
基
本
的
に
は
実
施
計
画
に

沿
っ
て
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
ど
の
地
方
自
治
体
も
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
北
広
島
市
に
お

い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
18
年
度
は
、

こ
の
財
政
状
況
を
的
確
に
受
け
止
め
、
ま
た

現
在
の
地
方
分
権
の
波
を
好
機
と
と
ら
え
て

北
広
島
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、
今
必
要
で
あ
り
優
先
す
べ
き
こ
と
は
何

か
を
考
慮
し
た
上
で
、
新
し
い
施
策
を
盛
り

込
ん
だ
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
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③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方
交
付
税
（
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
財
政
対
策
債
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

含
む
）
は
約
41
億

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
０
万
円
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
年
度
よ
り
０
・
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

％
減
少
す
る
と
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
税
収
入
の
微
増
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
制
改
正
や
固
定
資

　
　
　
　
　
　
　
　

産
税
の
評
価
替
え
の
影

　
　
　
　
　
　
　

響
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
個
人
所

得
の
減
少
な
ど
か
ら
、
医
療
費
（
前
年
度
と

比
べ
国
民
健
康
保
険
・
老
人
・
介
護
会
計
の

合
計
で
約
９
４
０
０
万
円
の
増
）
や
扶
助
費

（
同
約
４
億
３
６
０
０
万
円
の
増
）
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
育
成
や
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
の

経
費
も
増
額
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
市
で
は
、
前
年
度
に
策
定

し
た
「
行
財
政
構
造
改
革
大
綱
」
の
実
行
計

画
を
踏
ま
え
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
補
助
金
・

負
担
金
や
職
員
定
数
、
事
務
事
業
な
ど
を
見

直
し
、
約
９
６
０
０
万
円
の
予
算
の
削
減
を

行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
政
策
評
価
や
、
事
務

事
業
の
優
先
化
・
重
点
化
、
基
金
の
活
用
な

ど
の
財
源
対
策
も
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
介
護
保
険
事
業
で
は
新
た
に

始
ま
る
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
制
度
改
正

も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
基
準
保
険
料
で
あ

る
３
８
０
０
円
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
予
算
の
特
徴

　

今
年
度
の
予
算
は
、
一
般
会
計
が
１
７
３

億
７
９
２
６
万
円
（
前
年
度
と
比
べ
７
・
９

％
減
）、
国
民
健
康
保
険
事
業
や
老
人
保
健

事
業
な
ど
５
つ
の
特
別
会
計
の
合
計
が
１
６

０
億
２
７
２
２
万
６
千
円
（
同
７
・
３
％
増
）、

水
道
事
業
の
企
業
会
計
が
17
億
５
９
４
７
万

９
千
円
（
同
２
・
５
％
増
）
と
な
り
、
予
算

総
額
は
３
５
１
億
６
５
９
６
万
５
千
円
（
同

１
％
減
）
で
す
。

　

歳
入
は
、
市
税
収
入
が
約
68
億
２
４
０
０

万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
０
・
３
％
の
微
増
、

市税 39.3％
68 億 2434 万 8千円

市債 6.8％
11 億 8250 万円

国庫支出金 10％
17億 4137 万 2千円

地方交付税
　20.3％
35 億 3300 万円

道支出金 5.2％
9 億 1266 万 7千円

地方譲与税 4.2％
7 億 2164 万 6千円

地方消費税交付金 3.2％
　　　5億 5900 万円

地方特例交付金 0.9％
　　　1億 5300 万円

自動車取得税交付金
　0.5％　9100 万円

ゴルフ場利用税交付金
1.4％　2億 3800 万円

財産収入 0.2％
2984 万 9千円

繰入金 2.4％
4 億 1396 万 9千円

繰越金 0.9％
１億５千万円

諸収入 2.1％
3 億 6328 万 8千円

分担金・負担金 0.9％
1 億 5293 万 9千円

使用料・手数料 1.5％
    2 億 6449 万 1千円

利子割交付金 0.1％
　　　1900 万円

交通安全対策
特別交付金 0.1％
　1540 万円

（市の　

会　計　名 18 年度
予　算

17 年度
予　算 増減

一般会計 173億7926万 188億6759万 -7.9％

特別会計

（国民健康保険）

（老人保健）

（下水道事業）

（霊園事業）

（介護保険）

160億2722万6 149億3084万9 7.3％

(57億2324万3) (51億6194万8) 10.9％

(58億2742万1) (53億8810万2) 8.2％

(19億3582万) (19億1241万3) 1.2％

(4829万4） (4589万6) 5.2％

(24億9244万8) (24億2249万) 2.9％

小　　計 334億648万6 337億9843万9 -1.2％

企業会計（水道） 17億5947万9 17億1659万9 2.5％

合　　計 351億6596万5 355億1503万8 -1.0％

平成 18年度の予算総額と
　　平成 17年度予算との比較

（単位：千円）

　

ま
ち
を
取
り
巻
く
財
政
環
境

　

国
が
地
方
分
権
に
向
け
進
め
て
き
た
「
三

位
一
体
の
改
革
」
も
終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
か
ら
18
年
ま
で
の
３
年
間
で
約
３

兆
円
の
税
源
を
地
方
へ
移
譲
す
る
と
同
時
に
、

約
４
兆
７
０
０
０
億
円
の
国
庫
補
助
負
担
金

を
廃
止
・
縮
減
、
地
方
交
付
税
を
５
兆
１
０

０
０
億
円
抑
制
す
る
方
針
で
す
。

　

北
広
島
市
へ
の
影
響
は
、
こ
の
３
年
間
で

約
４
億
円
の
税
源
移
譲
（
所
得
譲
与
税
に
よ

る
）
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
約
３
億
５
０
０

０
万
円
分
の
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
縮
減
、

約
９
億
円
の
地
方
交
付
税
の
減
少
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
の
厳
し
い
財
政
の
背
景
に

は
こ
の
よ
う
な
状
況
も
一
つ
に
あ
り
ま
す
。

その他 0.0％
1379 万 1千円



Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
事
業

　

公
益
活
動
団
体
へ
の
支
援
や
協
働
の
あ
り

　

方
を
示
す
「
協
働
の
指
針
」
の
策
定
を
目

　

指
し
、（
仮
称
）
協
働
推
進
懇
話
会
の
設

　

置
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
ま

　

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

92
万
８
千
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
創
業
支

援
事
業

　

今
後
の
起
業
家
や
新
規
事
業
の
展
開
と
雇

　

用
の
創
出
を
図
る
た
め
、
北
広
島
に
ふ
さ

　

わ
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
創
業
の

　

支
援
を
市
民
や
関
係
団
体
に
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
万
４
千
円

広
聴
活
動
の
充
実

　

こ
れ
ま
で
の
事
業
に
加
え
、
市
長
や
職
員

　

が
直
接
市
民
に
施
策
や
事
業
の
説
明
を
行

　

う
「
出
前
ト
ー
ク
」「
出
前
講
座
」
を
実

　

施
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　

31
万
１
千
円

生
涯
学
習
振
興
会
組
織
づ
く
り
事
業

　

生
涯
学
習
の
振
興
や
地
域
づ
く
り
の
要
と

　

し
て
各
地
区
に
お
け
る
市
民
主
導
の
組
織

　

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
モ
デ
ル

　

地
区
と
し
て
輪
厚
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
万
円

　
　
　
　
「
子
育
て
」

大
曲
児
童
セ
ン
タ
ー
の
開
設
と
運
営

　

４
月
か
ら
大
曲
児
童
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し

衛生費 5.7％
9 億 9193 万 3千円

議会費 1％  
1 億 6796 万 3千円

農林水産業費 0.4％
6380 万 3千円
商工労働費 1.2％
2 億 933 万円

予備費 0.2％
3000 万円

　

て
、
児
童
の
健
全
育
成
の
場
と
し
て
運
営

　

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

６
５
５
万
円

子
ど
も
の
権
利
条
例
策
定
事
業

　

子
ど
も
の
権
利
条
例
検
討
委
員
会
を
開
催

　

し
、
条
例
の
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

96
万
円

子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
を
対
象
と
し
た
協
議
会

　

を
設
置
し
、
市
の
子
育
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

の
掲
載
情
報
の
更
新
や
サ
ー
ク
ル
間
の
交

　

流
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
万
７
千
円

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
応
援
事
業

　

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
行
う
団
体
へ
の

　

支
援
と
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会
を
開

　

催
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　

33
万
９
千
円

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
事
業

　

ひ
と
り
親
家
庭
で
保
護
者
が
病
気
に
な
る

　

な
ど
一
時
的
に
生
活
援
助
や
保
育
が
必
要

　

な
場
合
に
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。
ま

　

た
、
母
子
家
庭
の
自
立
に
向
け
、
母
の
就

　

労
支
援
と
し
て
資
格
取
得
講
習
へ
の
給
付

　

金
を
支
給
し
ま
す
。　
　
　

50
万
８
千
円

私
立
保
育
園
運
営
費
補
助
事
業

　

特
別
保
育
の
補
助
や
、
保
育
士
の
人
件
費
、

　

牛
乳
支
給
代
金
な
ど
の
市
の
単
独
補
助
を

　

新
規
私
立
認
可
保
育
園
に
拡
大
し
、
実
施

　

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

１
２
５
７
万
円

キーワード

キーワード

④

支出）

民生費 27.2％
47 億 3330 万 2千円

職員費 24.7％
42 億 9421 万 4千円

消防費 0.4％
7488 万 5千円

諸支出金 0.7％
1 億 2302 万 3千円

公債費 12.9％
22 億 4580 万 9千円

土木費 10.4％
18 億 237 万 3千円

教育費 10.3％
17 億 9155 万 8千円

総務費 4.9％
8 億 5106 万 7千円

　

主
な
新
規
・
拡
大
事
業
に
つ
い
て

　

北
広
島
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
今

年
度
は
新
規
施
策
51
事
業
、
拡
大
施
策
11
事

業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
市
民
が
主

役
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
「
市
民
参

加
・
協
働
」
や
、「
子
育
て
」「
教
育
」
を
支

援
し
て
い
く
事
業
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
主
な
新
規
・
拡
大
事
業
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
市
民
参
加
・
協
働
」

市
民
参
加
条
例
策
定
事
業

　

市
民
参
加
条
例
の
平
成
19
年
度
制
定
を
目

　

指
し
、
市
民
委
員
会
を
中
心
に
検
討
す
る

　

ほ
か
、
市
民
や
職
員
向
け
に
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

を
開
催
し
ま
す
。　

　
　
　

１
１
０
万
円

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

地
域
住
民
の
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

　

活
動
や
要
望
に
迅
速
・
的
確
に
対
応
し
、

　

市
と
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

　

く
り
を
推
進
し
ま
す
。　
　

５
０
０
万
円



⑤

　
　
　
　
「
教　

育
」

西
の
里
小
学
校
大
規
模
改
造
・
増
築
事
業

　

西
の
里
小
学
校
の
校
舎
（
理
科
室
・
音
楽

　

室
・
図
書
室
な
ど
の
特
別
教
室
）
を
改
造
・

　

増
築
し
ま
す
。　

　

３
億
３
３
０
０
万
円

学
校
図
書
室
整
備
事
業

　

各
学
校
図
書
館
と
市
図
書
館
分
館
と
の
ネ

　

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
学
校
図
書
の
充
実

　

を
図
り
ま
す
。　

　
　
　
　

２
２
４
万
円

授
業
補
助
員
活
用
事
業

　

小
・
中
学
校
で
「
よ
り
わ
か
る
授
業
」
を

　

行
う
た
め
に
、
担
任
の
ほ
か
に
授
業
補
助

　

員
を
配
置
し
ま
す
。　

　
　

１
０
３
万
円

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
用
事
業

　

地
域
の
人
材
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学

　

校
を
支
援
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
開
か
れ

　

た
学
校
づ
く
り
と
学
校
教
育
の
多
様
化
・

　

活
性
化
を
図
り
ま
す
。　
　

１
３
７
万
円

子
ど
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

　

子
ど
も
た
ち
が
「
生
き
る
力
」
を
身
に
付

　

け
て
社
会
人
・
職
業
人
と
し
て
自
立
す
る

　

こ
と
を
目
的
に
職
場
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

95
万
円

全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会
開
催
事
業

　
「
は
ま
な
す
国
体
」
で
北
広
島
市
が
空
手

　

道
競
技
の
開
催
地
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

　

ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
今

　

年
度
か
ら
新
た
に
中
学
生
に
よ
る
全
国
選

　

抜
大
会
を
10
年
間
継
続
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
５
０
万
円

緑
の
活
動
拠
点
整
備
事
業

　

富
ヶ
岡
地
区
の
山
林
13　　
　

ha
を
森
林
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
活
動
の
場
と
し
て
、
ま
た
子
ど
も

　

か
ら
高
齢
者
ま
で
が
楽
し
み
な
が
ら
自
然

　

学
習
や
森
づ
く
り
体
験
が
で
き
る
場
と
し

　

て
整
備
し
ま
す
。　
　
　
　

40
万
２
万
円

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業

　

貸
出
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
北
広
島
駅
東
口
と

　
「
自
転
車
の
駅
」
の
２
カ
所
に
設
置
し
、
有

　

料
で
本
格
実
施
し
ま
す
。　

２
２
０
万
円

（
仮
称
）
柏
葉
台
公
園
整
備

　

大
曲
柏
葉
４
丁
目
に
、
地
域
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
街
区
公
園
を
整
備
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
０
８
万
２
千
円

栄
陸
橋
改
修
事
業

　

損
傷
が
著
し
い
栄
陸
橋
を
改
修
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
０
万
円

大
曲
幸
土
地
区
画
整
理
組
合
指
導
事
業

　

大
曲
幸
土
地
区
画
整
理
組
合
の
活
動
を
推

　

進
す
る
た
め
、
組
合
に
対
し
助
成
金
を
交

　

付
し
ま
す
。　
　
　
　
　

１
８
９
０
万
円

新
工
業
団
地
構
想
推
進
事
業

　

大
曲
第
３
工
業
団
地
が
完
売
と
な
っ
た
た

　

め
、
新
た
な
工
業
団
地
の
開
発
に
向
け
て

　

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
２
０
０
万
円

　

動
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
用
助
成
や
、

　

グ
ル
ー
プ
・
地
域
で
生
ご
み
を
堆た

い

肥
化
す

　

る
「
集
団
生
ご
み
堆
肥
化
モ
デ
ル
事
業
」

　

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ

　

ス
テ
ム
や
家
庭
ご
み
の
減
量
化
・
有
料
化

　

に
つ
い
て
も
議
論
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
３
万
６
千
円

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
推
進
事
業

　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

　

ナ
ー
の
窓
口
機
能
を
強
化
し
、
土
・
日
曜

　

祝
日
の
証
明
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
２
７
万
７
千
円

北
広
島
市
経
済
戦
略
会
議
実
施
事
業

　

北
広
島
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
経

　

済
団
体
、
企
業
の
代
表
な
ど
を
委
員
に
、

　

地
域
経
済
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
た
経

　

済
活
性
化
の
方
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

36
万
８
千
円

■問合せ■
改革推進課

（市の　

キーワード

４
月
か
ら
新
た
に
次
の
事
務
・
権
限
が
北
海
道
か
ら
移
譲
さ
れ
ま
す
。

　

○
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
許
可
等
に
関
す
る
事
務

　

○
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
等
に
関
す
る
事
務

　

○
農
地
等
の
賃
貸
借
の
解
約
等
の
許
可
に
関
す
る
事
務

　
　
　

市
で
は
、
市
民
に
と
っ
て
利
便
性
が
図
ら
れ
、
ま
ち
づ
く
り
に
有
益
な
事
務
・
権
限
を

　
　
　

精
査
し
な
が
ら
、
北
海
道
か
ら
の
事
務
・
権
限
移
譲
を
今
後
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

北海道か
ら

事務・権
限が移譲

！北海道か
ら

事務・権
限が移譲

！

■問合せ　財政課　☎ 372-3311

世
界
少
年
野
球
大
会

　

交
流
試
合
や
野
球
教
室
な
ど
を
行
い
、
世

　

界
の
子
ど
も
た
ち
と
野
球
を
通
じ
て
国
際

　

交
流
を
図
り
ま
す
。　

　
　

１
４
０
万
円

北
広
島
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
開
校

　

小
中
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
育
成

　

支
援
を
目
的
に
、
選
手
の
育
成
強
化
や
指

　

導
者
の
養
成
な
ど
を
行
う
場
と
し
て
開
校

　

し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

50
万
円

西
部
住
民
プ
ー
ル
建
設
事
業

　

西
部
住
民
プ
ー
ル
の
移
転
新
築
に
伴
う
用

　

地
取
得
を
行
い
ま
す
。　

５
５
２
３
万
円

＊
そ
の
他
の
新
規
・
拡
大
事
業

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

　

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
を
市
民
と
と

　

も
に
実
施
し
ま
す
。　

　
　

１
６
０
万
円

成
人
保
健
推
進
事
業

　

基
本
健
康
診
査
の
検
査
項
目
の
追
加
や
診

　

査
機
関
の
拡
大
を
行
い
ま
す
。
今
ま
で
行

　

っ
て
き
た
が
ん
検
診
の
ほ
か
に
新
し
く
骨

　

粗
し
ょ
う
症
検
診
・
前
立
腺
が
ん
検
診
を

　

実
施
し
ま
す
。　
　

４
３
１
６
万
６
千
円

ご
み
減
量
化
・
有
料
化
対
策
事
業

　

家
庭
の
生
ご
み
減
量
化
推
進
の
た
め
、
電



け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
高
齢
者
人
口
・
要
介
護
認
定
者
の
推

移
は
、
図
１
の
と
お
り
で
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

　

サ
ー
ビ
ス
は
順
調
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

　

要
介
護
認
定
を
受
け
実
際
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
方
は
、
高
齢
者
の
約
12
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
認
定
を
受
け
て
い

て
も
、
家
族
の
協
力
で
生
活
を
し
て
い
る
方
や

病
気
入
院
の
方
な
ど
が
い
る
た
め
で
す
。
図
２

の
平
成
18
年
度
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
居
宅
（
在

宅
）
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
割
合
は
、
15
年
度
と

ほ
ぼ
同
じ
割
合
と
推
計
し
て
い
ま
す
。
19
年
度

以
降
は
、
軽
度
者
に
対
し
介
護
予
防
を
行
う
新

し
い
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
居
宅
生
活

の
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
、
居
宅
サ

ー
ビ
ス
が
伸
び
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は
、
介
護

老
人
福
祉
施
設
・
介
護
老
人
保
健
施
設
で
は
横

ば
い
傾
向
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
で
は
、
平

成
17
年
３
月
で
１
事
業
所
が
医
療
型
に
転
換
し

　

介
護
保
険
事
業
計
画

　

高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
と
介
護
保
険
事
業
施

策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。

　

計
画
期
間
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
ま

で
の
３
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
介
護
保
険
事
業
計
画
は
５
年
を

１
期
と
し
、
３
年
ご
と
に
策
定
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
期
の
計
画
は
介
護
保
険
法
の
改
正
な
ど

に
伴
い
、
10
年
後
（
平
成
26
年
）
の
施
設
サ
ー

ビ
ス
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
や
基
盤
整

備
な
ど
の
目
標
を
立
て
、
そ
の
目
標
に
向
け
た

中
間
段
階
の
位
置
付
け
と
し
て
、
３
カ
年
の
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
人
口
と
要
介
護
認
定
の
状
況

　

認
定
者
は
年
々
増
え
て
い
ま
す

　

介
護
保
険
は
医
療
保
険
と
異
な
り
、
要
介
護

認
定
を
受
け
て
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
は
介
護
保
険
制
度
の
見
直

し
に
よ
り
、
認
定
区
分
に
要
支
援
１
と
２
が
設

⑥

図１高齢者人口・要介護認定者の推計と推移

図２介護サービス利用者の実績と推計

市では、平成12年３月に策定した「北広島市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」（第１期）を14年に見直し、
15年４月からの計画（第２期）に基づきサービス提供を行ってきました。本年度からは、高齢者保健福祉施策と
介護保険事業施策を総合的に推進するための計画（第３期）として策定しました。ここでは、介護保険事業計画
についてご紹介します。また、65歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料が決まりましたのでお知らせします。



利
用
者
数
が
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
第
３
期
の
事
業
計
画
で
は
一
定
の
伸
び
率

で
推
計
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
給
付
費

　

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
費
用
の
１

割
は
本
人
が
負
担
し
、
残
り
の
９
割
は
介
護
保

険
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
介
護
保
険
か
ら

給
付
さ
れ
る
額
の
実
績
と
平
成
20
年
度
ま
で
の

推
計
を
図
３
で
示
し
て
い
ま
す
。
15
年
度
の
施

設
サ
ー
ビ
ス
と
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
、
利
用
者
数

に
お
け
る
費
用
の
割
合
で
比
べ
る
と
圧
倒
的
に

施
設
サ
ー
ビ
ス
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
保
険

料
の
水
準
を
適
正
に
保
つ
た
め
に
は
、
施
設
と

居
宅
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
保
険
者
で
あ

る
市
は
介
護
予
防
を
重
視
し
、
居
宅
生
活
の
支

援
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ビ
ス
が
比
較
的
安
定
し
て
推
移
し
て
き
た
こ
と

な
ど
か
ら
余
剰
金
が
出
て
、
こ
の
余
剰
金
を
第

３
期
の
保
険
給
付
費
の
財
源
に
充
て
、
介
護
保

険
料
の
基
準
額
を
据
え
置
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

　

保
険
料
基
準
額
を
据
え
置
き
ま
す

　

平
成
18
年
度
か
ら
の
保
険
料
は
、
事
業
計
画

の
見
直
し
と
介
護
保
険
法
の
改
正
な
ど
に
よ
り

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

●
保
険
料
基
準
額

　

保
険
料
は
、
基
準
額
を
月
額
３
８
０
０
円
と

し
、
平
成
17
年
度
ま
で
と
同
額
に
据
え
置
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
額
は
、
原
則
平
成
20
年

度
ま
で
の
３
年
間
、
同
一
の
金
額
で
す
。

●
保
険
料
所
得
段
階
の
見
直
し

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
所
得
の
低
い

方
に
配
慮
し
た
段
階
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
６

段
階
か
ら
７
段
階
区
分
と
な
り
ま
し
た
。

●
保
険
料
負
担
の
緩
和
措
置
の
実
施

　

平
成
17
年
度
税
制
改
正
の
「
65
歳
以
上
の
方

に
か
か
る
非
課
税
措
置
の
廃
止
」
に
よ
り
、
市

民
税
が
課
税
と
な
り
保
険
料
負
担
が
増
え
る
方

な
ど
に
は
、
平
成
18
年
度
と
19
年
度
の
２
年
間

負
担
の
増
加
を
一
定
程
度
に
抑
え
る
緩
和
措
置

を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料

　

第
１
号
被
保
険
者
に
は
、
基
準
額
に
所
得
段

階
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
率
を
掛
け
て
算
出
す

る
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
財
源

　

約　
％
を　
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
で
負
担

　

し
て
も
ら
い
ま
す

　

保
険
給
付
の
財
源
は
、
図
４
の
よ
う
に
国
・

北
海
道
・
市
か
ら
の
交
付
金
と
、
40
歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
方
（
第
２
号
被
保
険
者
）・
65
歳
以

上
の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
保
険
料
で
運

営
し
て
い
ま
す
。
介
護
は
誰
も
が
い
ず
れ
は
直

面
す
る
こ
と
で
あ
り
、
介
護
保
険
制
度
は
社
会

全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
決
め
る
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

向
こ
う
３
年
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ど
れ
く
ら

い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
か
で
費
用
を
見

込
み
、
約
19
％
の
負
担
分
の
費
用
を
高
齢
者
の

人
数
で
割
り
、
算
出
し
ま
す
。

　

第
１
期
事
業
計
画
で
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
計
画
を
上
回
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

保
険
料
の
不
足
分
と
し
て
北
海
道
財
政
安
定
化

基
金
か
ら
８
９
０
０
万
円
の
借
り
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。
第
２
期
事
業
計
画
で
は
、
施
設
サ
ー

⑦

所得
段階 対象者 保険料 年　額

保険料

第１ 生活保護を受給の方または老齢福祉年金を受
給していて世帯全員が市民税非課税の方

基準額
× 0.45  20,520 円

第２ 世帯全員が市民税非課税で前年の合計所得金
額と課税年金収入額との合計が80万円以下の方

基準額
× 0.50  22,800 円

第３ 世帯全員が市民税非課税で上記段階以外の方 基準額
× 0.75  34,200 円

第４ 本人だけが市民税非課税の方 基準額  45,600 円

第５ 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
200 万円未満の方

基準額
× 1.25  57,000 円

第６ 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
200 万円以上 500 万円未満の方

基準額
× 1.50  68,400 円

第７ 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
500 万円以上の方

基準額
× 1.80  82,080 円

図４介護保険の財源構成

＊平成16年度税制改正の「公的年金等控除の見直し」により、年金収入は変わ
らなくても、介護保険料の算定基礎となる市民税の課税状況や合計所得金額が
変わることにより、負担が増える場合があります。■問合せ　高齢者支援課（　372-3311）
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＊調整交付金額は、各市町村での後期高
齢者の加入割合と第１号被保険者の所得
分布状況による保険料基準額の格差を補
てんするように算定されます。

図３介護保険給付費

１．福祉用具購入費
　　北海道が指定する事業所からの購入
　となり、指定事業所以外からの購入に
　対する給付ができなくなりました。
２．住宅改修費
　　すべての申請に事前申請制度が導入
　され、事前申請のないものは原則給付
　できなくなりました。
＊４月１日から制度が変わり、事務手続
きなどが変更になります。事前に市役所
高齢者支援課にお問い合わせください。



　高齢者に関するサービスの総合
窓口。介護保険の認定や相談、介
護が必要な状態にならないための
事業や福祉サービスのほか、虐待
相談も行っています。相談は無料。

水中運動教室
　市内のプールなどで筋力アップ
のための運動実技を行います。3
回 1コースで予約制。日程は広報
「きたひろしま」でお知らせします。
地区健康相談
　基本健診を受けて要指導となっ
た方、生活習慣病予防や改善指導
を希望する方はご利用ください。
市内４会場で保健師・栄養士・歯
科衛生士がアドバイス。予約制。
日程は広報「きたひろしま」でお
知らせします。
高齢者出前健康講座
　老人クラブなど高齢者の団体か
ら依頼を受けて、生活習慣病や認
知症の予防や健康体操、福祉サー
ビスなど希望のテーマで講話や実
技をします。保健師・栄養士・歯
科衛生士・健康運動指導者などが
担当。日程はご相談ください。　
いきいき健脚教室
　市内の会館などで筋力アップの
ための運動実技を行います。4回
1コース。予約制。日程は広報「き
たひろしま」でお知らせします。
◇問合せ◇高齢者支援課
　　　　　（☎ 372-3311）

　みなみ高齢者支援センター
　　（富ヶ岡・☎ 372-8110）
　きた高齢者支援センター
　　（西の里・☎ 375-5888）
　にし高齢者支援センター
　　（大曲中央・☎ 370-3922）

水中運動教室
　24 回 1コースで行います。その
他の内容は一般高齢者と同じです。
地区健康相談
　内容は一般高齢者と同じです。
栄養改善教室
　3回 1コース。食生活改善のた
めの調理実習などを行います。
口腔ケア通所サービス
　市内の歯科医療機関で、歯や口
の中の手入れなどについてアドバ
イスを行います。
機能訓練教室
　運動機能向上のために身体・言
語の個別訓練を行います。年齢や
障がいで介護保険サービス対象外
となる方も利用できます。
訪問訓練指導
　自宅に理学・作業・言語担当者
が伺い、訓練方法や住宅環境の改
善などをアドバイスします。年齢
や障がいで介護保険サービス対象
外となる方も利用できます。

　高齢者支援センター（地域包括支援センター）

介護保険法の改正により、現在介護を必要としていない高齢
者は、「一般高齢者」（自立した生活が送れる高齢者）と「特
定高齢者」（介護や支援が必要となる恐れのある高齢者）と
に分けて、それぞれの状態にあった支援・サービスが始まり
ます。

　高齢者の生活を総合的に支える
拠点として新しく設置されました。
必要に応じて介護・福祉・健康・
医療などさまざまな面から相談に
応じ、その人に合った介護予防プ
ランを立てる役割を担っています。
虐待相談の窓口にもなっています。
相談は無料。

家庭訪問（保健師・栄養士・
歯科衛生士）
　生活習慣病の改善や筋力アップ
などのアドバイスは保健師が、病
気や食習慣に合わせた栄養と食事
のアドバイスは栄養士が、歯や口
の中のお手入れについてのアドバ
イスは歯科衛生士が行います。
高齢者地域交流会
　心身の機能低下がある高齢者と、
年齢や障がいで介護保険サービス
対象外の方も参加できる交流会で
す。予約制。日程は広報「きたひ
ろしま」でお知らせします。
おたっしゃ塾
　外出の機会が少ない高齢者を対
象としたデイサービスです。創作
活動や軽スポーツなどを実施しま
す。利用は無料ですが、材料費と
食事代の実費は自己負担です。
◇問合せ◇高齢者支援課
　　　　　（☎ 372-3311）

基本健康診査
　30 歳から受診できます。問診・
身体測定・尿・血圧・血液・心電
図検査などを行います。
　65 歳以上の方は生活機能評価基
本チェックと必要に応じて栄養状
態検査などが追加されます。詳し
くは「お知らせ」ページをご覧く
ださい。
◇問合せ◇健康推進課
　　　　（☎ 372-3311）

　市役所高齢者支援課
　　　☎ 372-3311　

⑧
＊このほか市内には、市民の自主的な活動で、高齢者が気軽に集えるミニデイサービスや宅老も
あります。詳しくは高齢者支援課へ。

　65歳以上の方が利用できるサー
ビスです。

　市役所や高齢者支援センターで
支援や介護が必要となる恐れが高
いと診断された方（特定高齢者）
のためのサービスです。
　高齢者支援センターと相談しな
がら利用する事業を決定します。
ご希望の方はお近くのセンターに
ご相談ください。対象者には直接
日程をご案内します。
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ま
す

みなみ
　　（富
きた高

介護
者は
定高
に分
ます

　市役所高齢者支援課
☎ 372-3311

メニュー一覧



⑨

住宅改修助成サービス
　介護保険の要介護認定で非該当
（自立）になった方で、日常生活に
支障のある方が対象です。自己負
担は掛かった費用の 1割（助成限
度額 9万円）。
配食サービス
　食事を作ることが困難な高齢者
や障がい者だけの世帯に夕食のお
弁当をお届けします。土・日曜、
祝日、年末年始を除き週５回まで
利用でき、自己負担は 1食 300 円
です。
訪問理容サービス
　在宅で寝たきりの高齢者や重度
障がいの方を対象に、理容師が訪
問して散髪を行います。自己負担
は 1回 1000 円。年 6回まで利用
できます。
緊急通報システム
　一人暮らしの高齢者や重度身体
障がい者で、健康や体の状態に不
安を抱えている方に、緊急事態を
通報できる装置をお貸しします。
煙や熱、ガス漏れの感知器を一緒
に取り付けることもできます。所
得に応じて設置費用の自己負担が
あります。
除雪サービス
　除雪が困難な低所得（市民税の
所得割が非課税）の高齢者や障が
い者だけの世帯で、代わりに除雪
できる方が近くにいない場合に対
象となります。利用は無料。
　今年度の申請は 9月以降に受け
付け予定。
介護する家族のつどい
　介護する方たちが体験を語り合
い、介護の工夫など情報交換をす
る場です。参加は無料。
テレホンサービス
　一人暮らしの高齢者にボランテ
ィアが電話をかけ、健康状態や日
常生活でお困りのことなど相談に
応じます。気軽にお話しください。
料金は無料です。

日常生活用具
　一人暮らしなどの高齢者に電磁
調理器、火災警報器、自動消火器
を給付しています。また電話回線
をお貸しします。電磁調理器は所
得に応じた自己負担があります。
ほかは低所得の方が対象で自己負
担はありません。
お試し在宅サービス
　介護保険施設や医療機関に入所・
入院中の高齢者が、在宅生活を目
指して一時外泊した際に介護保険
と同様のサービスを受けた場合の
利用料を助成します。自己負担は
掛かった費用の 1割です。
移送サービス
　下肢や体幹に機能障がい（1・2
級）があるか、介護保険の要介護
4か 5の方で、在宅で移動に車い
すなどを利用する際ホームヘルパ
ーの介助が必要な場合に限り、医
療機関への通院や入退院時に利用
できます。自己負担は移送先によ
り 1回 250 円～ 1000 円。
生活講座
　50 歳以上の男性を対象に、手軽
で簡単にできる料理など生活にか
かわる講座を開講。参加は無料で、
材料費は実費です。
成年後見制度
　認知症の高齢者や知的障がい者
など自分で十分に判断することが
できない方が財産の取り扱いなど
の各種手続きや契約を行うとき、
一方的に不利な契約を結ばないよ
う法律面・生活面で支援し、本人
の財産や権利を守る制度です。申
し立ては家庭裁判所に行います。
いどころ発信システム導入費補助
　認知症などで、はいかいする 40
歳以上の方を在宅で介護する方に、
居場所が早く発見できる発信機を
導入する初期費用（限度額 7000
円）を助成します。
敬老祝金
　長寿の節目として、米寿（88 歳）
の方には 9月、100 歳の方には随
時お知らせし祝い金を贈呈。
◇問合せ◇高齢者支援課（☎ 372-3311）

者に電磁
動消火器
電話回線
理器は所

　高齢者の皆さんが明るく健康に暮らし
ていくために、市や高齢者支援センター、
社会福祉協議会などでは、さまざまなサー
ビスを提供しています。
　ここでは、介護保険によるサービス以外で高
齢者の皆さんに提供しているサービスを紹介します。

ロードヒーティング設置費補助
　70 歳以上の高齢者や重度障がい
者だけの世帯がロードヒーティン
グを設置するときの費用を補助し
ます。補助額は設置費用の 3分の
2で限度額は 20 万円。現在、今年
度の申請を受け付けています。
◇問合せ◇福祉課
　　　　　（☎ 372-3311）

福祉バスの運行
　おおむね 60 歳以上の高齢者の
グループか障がい者団体などが利
用できます。研修やレクリエーシ
ョンなどにご利用ください。利用
料は 1日 6000 円、運転手の宿泊
が伴う場合には、宿泊料として別
途 8000 円が必要です。
おむつサービス
　在宅で寝たきりなどのため、お
むつが必要な高齢者や障がい者に
紙おむつと交換できる利用券（限
度額は年間 3万円）を配布してい
ます。
車いすの無料貸し出し
　通院や散歩、旅行などで一時的
に車いすを必要とする方が対象。
各出張所、団地住民センター、中
央公民館、夢プラザ、社会福祉協
議会で貸し出ししています。
福祉サービス利用援助事業
　判断能力が十分でない在宅の高
齢者が、福祉サービスの利用や日
常的な金銭管理をするときに自己
決定を支援する制度です。
◇問合せ◇社会福祉協議会
　　　　　（☎ 372-1698）

竹山高原温泉の高齢者利用割引券
　65 歳以上の方に割引券を配布し
ています。詳しくは「お知らせ」
ページをご覧ください。
◇問合せ◇市民課
　　　　　（☎ 372-3311）

高齢者サービス　
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す
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を

取
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け
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と
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で
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い
つ
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も
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も
メ
モ
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っ
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を
付
け
ま
す
。
す

ぐ
付
け
な
い
と
忘
れ
て
し
ま
い

ま
す
か
ら
ね
。
少
し
は
ぼ
け
防

日記をつづって65年

西澤　稔さん
にしざわ・みのる
中央在住。79歳。
現在、妻のサキさんと旅行
などを楽しみながら、毎日
日記を付けるのが趣味。

⑩⑩

あ
す
れ
ば
良
か
っ
た
。
こ
の
と

き
、こ
う
す
れ
ば
良
か
っ
た
と
。

い
つ
も
思
い
ま
す
。
か
あ
ち
ゃ

ん
に
も
素
直
に
謝
れ
ま
す
よ
」

と
照
れ
笑
い
。

「
同
年
代
の
皆
さ
ん
、
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
書
く
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と
が
大
事
で
す
。
き
っ
と
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け
防
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す
よ
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と
話
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澤
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の
笑
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は
と
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も
若
々
し
か
っ
た
。

　

今
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の
日
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に
は
、
こ
の
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材
の
こ
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が
楽
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れ
て

い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
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日記を手にする西澤さん

「
自
分
の
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き
な
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と
を
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ま
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け
て
き
た
だ
け

な
ん
で
す
」
と
話
す
西
澤
稔
さ

ん
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和
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付
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に
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２
０
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及
ぶ
。

　

日
記
は
、
家
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の
出
来
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を
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絵
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つ
づ
る
も

の
と
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ま
ち
の
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時
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ど
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写
真
や
新
聞
の
切
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整
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た
も
の
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々
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ジ
ャ
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別
の
日
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所
狭
し
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べ
ら

れ
て
い
る
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幼
い
こ
ろ
か
ら

絵
を
描
く
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と
が
好
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だ
っ
た

の
で
、
毎
日
何
か
し
ら
描
い
て

い
た
ん
で
す
。
父
か
ら
は
、
寝

る
暇
と
食
べ
る
暇
が
あ
っ
た
ら

帳
面
を
付
け
れ
と
よ
く
言
わ
れ

ま
し
た
し
…
。
ま
た
、
仕
事
に

就
い
て
か
ら
は
、
写
真
が
好
き

で
よ
く
撮
り
ま
し
た
」

　

日
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帳
は
お
手
製
。
市
販
の

補
助
帳
の
表
紙
と
裏
表
紙
に
布

を
張
り
、
糸
で
縫
う
。
こ
う
す

止
に
も
役
立
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。わ
た
し
の
場
合
、

日
記
を
付
け
絵
を
描
く
こ
と
で

気
が
休
ま
り
ま
す
し
、
活
力
が

出
て
く
る
ん
で
す
。
不
思
議
で

す
よ
ね
。
頭
の
運
動
に
も
な
っ

て
い
ま
す
し
。
自
分
で
書
く
と

い
う
こ
と
は
、
人
に
説
明
す
る

こ
と
と
同
じ
な
ん
で
す
。
考
え

方
を
整
理
し
、
い
ろ
い
ろ
調
べ

ま
す
。辞
書
も
引
き
ま
す
し
ね
」

と
楽
し
そ
う
に
話
す
。

　
「
日
記
を
書
く
こ
と
は
、
自

分
の
修
養
に
な
り
ま
す
。
心
が

磨
か
れ
ま
す
。
あ
の
と
き
、
あ

びっしりと日記帳が並んだ書棚 １日１ページが基本です



　

４
月
。
こ
の
時
期
、
北
広
島
で
は
白

鳥
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
昨
年

の
今
ご
ろ
は
、
共
栄
地
区
の
水
田
あ
と

で
か
な
り
の
数
の
白
鳥
た
ち
が
観
察
さ

れ
た
。
ま
た
、
一
列
や
Ｖ
字
の
形
で
群

れ
を
な
し
頭
上
を
飛
ん
で
い
く
白
鳥
に

出
く
わ
す
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

ど
う
や
ら
昔
か
ら
、
白
鳥
た
ち
は
本

州
で
冬
を
越
し
た
後
に
繁
殖
地
と
な
る

シ
ベ
リ
ア
へ
向
か
う
途
中
、
北
広
島
に

も
羽
を
休
め
に
降
り
立
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
特
に
東
の
里
や
南
の
里
の
水
田
や

湿
地
は
白
鳥
た
ち
の
旅
の
中
継
地
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。　

　

白
鳥
は
、
５
月
か
ら
９
月
ま
で
シ
ベ

リ
ア
の
湖
や
湿
地
で
繁
殖
期
を
過
ご
す
。

東の里の田畑を飛び立つ白鳥

そ
の
後
北
海
道
東
部
の
湖
や
沼
に
移
動

し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
11
月
に
本
州
へ

渡
り
越
冬
す
る
。
そ
し
て
、
３
月
下
旬

か
ら
４
月
に
か
け
て
再
び
北
海
道
の
湖

や
沼
で
休
み
な
が
ら
シ
ベ
リ
ア
へ
向
か

う
。
お
そ
ら
く
北
広
島
を
訪
れ
る
白
鳥

は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録
地
で
あ

る
ウ
ト
ナ
イ
湖
や
美
唄
の
宮
島
沼
か
ら

飛
来
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

白
鳥
は
よ
く
「
冬
の
使
者
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
だ
が
、
北
広
島
で
は
む
し
ろ

「
春
の
使
者
」
と
言
っ
た
方
が
正
し
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
白
鳥
の
訪
れ
と
と

も
に
温
か
い
陽
気
が
や
っ
て
く
る
。
気

持
ち
の
よ
い
晴
れ
た
日
に
青
空
を
見
上

げ
て
み
よ
う
。
頭
の
上
を
大
き
な
翼
を

広
げ
た
白
鳥
の
群
れ
が
渡
っ
て
い
く
か

も
し
れ
な
い
。
新
生
活
の
地
へ
向
か
っ

て
羽
ば
た
く
白
鳥
た
ち
が
…
。

　

少
人
数
な
が
ら
西
の
里
公
民
館
が
で

き
て
か
ら
ず
っ
と
続
い
て
い
る
サ
ー
ク

ル
で
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
一

つ
一
つ
大
事
に
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
皮
を
16
枚
つ
な
ぎ
合

わ
せ
て
作
っ
た
も
の
。
皮
を
一
枚
ず
つ

デ
ザ
イ
ン
に
合
わ
せ
て
彫
り
上
げ
る
の

が
大
変
な
作
業
で
し
た
。

「
ラ
ン
プ
シ
ェ
イ
ド
」

ま
す
。
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
起
き
ま
す
が
、
同
じ
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
て
も

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
。
ず

っ
と
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し

ま
す
。

ー
早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
自

信
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
市

民
か
ら
頼
れ
る
警
察
官
と
し

て
北
広
島
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
お
忙
し
い
中
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！　 作品・文とも

西の里レザークラフト
中村京子さん
（西の里北）

182

⑪

フレッシュ☆警察官

64

　

２
月
か
ら
、
北
広
島
交
番

と
北
広
島
駅
前
交
番
に
配
属

さ
れ
た
４
人
の
新
人
警
察
官

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

な
ぜ
警
察
官
に
？

ー
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
を
見

て
あ
こ
が
れ
を
持
ち
ま
し
た
。

体
を
使
っ
た
仕
事
が
し
た
か

っ
た
ん
で
す
が
、
実
際
に
は

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
も
多
く
て
驚

き
ま
し
た
。（
笑
）

　

実
際
に
警
察
官
と
し
て
働

い
て
み
て
感
じ
た
こ
と
は
？

ー
警
察
学
校
と
は
全
然
違
いリクエストに答えてくれた敬礼姿がかっこいい！

左から沢田さん（北広島交番）、中川さん、立花さん、
山田さん（北広島駅前交番）

Ｎ

＊５月１日号からは、「市制から 10 年」と題して市の 10 年間の歩みを掲載します。



⑫

201 近隣市町との交流について 隣り合った自治体とどのようにかかわりがあり、どのような交流をしているかをお話しします。

202 身近な税金のはなし～税制・市民税・固定資産税・軽自動車税など～
税制度全般に対する説明を通じて、皆さんが持っている
率直な疑問や質問に答えます。

203 納税しないと大変！ 納税の大切さや滞納するとどうなるかについてお話しします。
204 市税の納め方情報 さまざまな市税の納付方法などについて説明します。
205 国保の納付と手続きの方法 国民健康保険制度の給付内容と手続きについて説明します。
206 役に立つ国民年金の話 国民年金の制度概要・納付方法・免除などについて説明します。
207 老人医療費をみんなで考えましょう 老人医療の仕組みと現状を踏まえて、一人一人の病院のかかり方を考えます。
208 ごみの分別と排出方法～ごみを減らすために～ 家庭ごみの分別方法と出し方の説明と、150g ダイエットの実践と集団資源回収のＰＲをします。
209 介護保険サービスの利用について 介護保険を利用するための申請から認定、サービス利用に至るまでの手続きなどを説明します。
210 介護保険制度について 介護保険事業計画の概要と制度を説明します。
211 介護保険料について 介護保険料の仕組みと納め方などを説明します。
212 市営・道営住宅の入居について 市営住宅・道営住宅への入居申し込みの方法や入居資格などを説明します。
213 北広島の稲作と北海道米の実力 北広島市の稲作の歴史と現状、北海道米はこんなにおいしいということをお話しします。
214 市民の国際交流（サスカツーン交流事業ほか）カナダ・サスカツーン市との相互交流と市内における各国際交流団体の活動を紹介します。

講　座　名 概　　　要
101 上手に検診を利用しましょう 各種検（健）診の受け方を説明します。
102 検診結果の見方 健康診断の検査値と病気との関連を説明します。
103 高齢者のためのお口のケア 高齢者向けに口の中や義歯の手入れ方法を紹介します。
104 気軽に健康チェック 血圧・体脂肪測定を行い、健康のチェックをします。
105 生活習慣病の予防～高血圧編～ 高血圧が招く病気の予防や悪化防止のための食事や運動の目安を説明します。
106 生活習慣病の予防～がん編～ 増えているがんの傾向と早期発見のポイントやがん予防12カ条を説明します。
107 生活習慣病の予防～高脂血症編～ 高脂血症が招く病気の予防と悪化防止のための食事や運動の目安を紹介します。
108 生活習慣病の予防～糖尿病編～ 糖尿病とは？　検査データの見方、予防や悪化防止のための食事や運動の目安を紹介します。
109 転倒予防のための暮らしのこつ 転倒防止の工夫と暮らしのチェックポイント、いすに座ってできる筋力アップ体操を紹介します。
110 気をつけよう内臓脂肪症候群 動脈硬化を急激に悪化させる病気のメカニズムと改善のための食事や運動を説明。体脂肪測定も可。
111 働き盛りの健康づくり 働き盛りに多い生活習慣病の予防や早期発見の方法について説明します。
112 うつ病の予防 うつ病の予防と早期発見、周囲の対応方法について説明します。
113 高齢者の健康づくり 季節ごとの健康管理や病気予防を説明します。
114 知っておきたいたばこと健康 たばこの身体への影響をお話しします。
115 知っておきたいお酒と健康 お酒と生活習慣病との関係や適正酒量をお話しします。
116 認知症の予防 認知症の予防について説明します。
117 幼児のバランス食 幼児食のポイントやこつを説明します。
118 離乳食の話 乳児の月齢に合わせた離乳食の進め方のポイントやこつを説明します。
119 働き盛りのバランス食 年代に合ったバランスの良い食事の説明をします。
120 簡単手づくりおやつ 簡単にできる幼児向けのおやつの作り方を紹介します。
121 骨と筋肉を丈夫にする食生活 カルシウムを効率良く取るための食事の説明をします。
122 高齢者のバランス食 年代に合ったバランスの良い食事の説明をします。
123 シルバーダイエット 体脂肪を減らすための食事の見直し方を説明します。
124 血液中の脂肪をコントロールする食生活 血液中の脂質を下げるための食事のポイントを説明します。
125 子育て中の方の健康づくり 食事やストレスへの対応方法、親子でできる体操を紹介します。
126 子どもの健康と育児 子どもの病気や予防、予防接種、事故防止、栄養についての説明をします。
127 子どもの虫歯予防 虫歯を予防するためのブラッシング方法、フッ素塗布の活用、おやつの与え方などを説明します。
128 生活習慣病予防のためのお口のケア 病気予防につながるお口の手入れ方法を紹介します。
129 健口体操 唾液の分泌を良くする手軽な体操を紹介します。
130 レッツ・軽スポーツ！ いろいろな軽スポーツのルールを学び、実際にやってみましょう。
131 あなたの体力年齢をチェック！ 自分の体力を確認し、今後の体力づくりやスポーツ活動に生かしましょう。

　

■
出
前
ト
ー
ク

　

市
長
が
直
接
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
し
ま
す
。

対
象　

市
内
で
お
お
む
ね
10
人
以
上
の
自
治
会

や
町
内
会
・
サ
ー
ク
ル
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
学
校
な
ど

の
団
体

内
容　

テ
ー
マ
を
元
に
、
１
時
間
程
度
ト
ー
ク

を
し
ま
す

開
催
日　

３
　

・
６

　

・
９
・
12
月
を
除
く
毎
月

申
込
期
限　

一
番
早
い
希
望
日
の
前
月
１
日（
５

月
開
催
分
に
つ
い
て
は
４
月
10
日
）

＊
市
長
の
都
合
に
よ
っ
て
は
、
ご
希
望
に
添
え

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

■
出
前
講
座

　

市
の
職
員
が
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
体
験
や
見
学
も
あ
り

ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
下
の
表
に
示
し
た
１
５
２

項
目
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
も
の
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
通
学
し
て
い
る

５
人
以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

＊
講
座
は
原
則
と
し
て
平
日
で
１
時
間
程
度
で

す
。
一
部
、実
費
の
掛
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

一
番
早
い
希
望
日
の
14
日
前

〈
共
通
事
項
〉

＊
会
場
は
申
し
込
み
を
し
た
方
が
確
保
し
て
く

だ
さ
い
。
会
場
使
用
料
が
掛
か
る
場
合
は
、
申

込
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

＊
申
込
書
は
、
市
民
生
活
課
・
各
出
張
所
・
団

地
住
民
セ
ン
タ
ー
・
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
・
中

央
公
民
館
・
総
合
体
育
館
・
夢
プ
ラ
ザ
（
４
月

９
日
か
ら
）
に
あ
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
み　

所
定
の
申
込
書
で
市
民
生
活
課
広
聴

担
当

◆
◆

　出前トーク・出前講座は、市民の皆さんに
市のことを知っていただき、共通理解のもと
にまちづくりを進めるためのものです。
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講　座　名 概　　　要
301 政策評価ってなに？ 政策評価の仕組みや取り組み状況と実施結果を説明します。
302 よく分かる行革～新たな行財政運営を目指して～ 市の行財政構造改革の取り組みを分かりやすく説明します。
303 国の指定統計調査について 国の指定統計調査の内容や実施年と調査目的について説明します。
304 いま、なぜ市民参加条例なのか？ まちづくりで市民参加がなぜ必要なのか？　市民参加条例を策定する意義についてお話しします。
305 市町村の合併ってなに？ 市町村合併とは何か？　メリット・デメリット、全国・全道の状況、今後の動きなどを説明します。
306 北海道が考える道州制 道州制とは何か？　北海道が目指す道州制の内容、北広島市への権限委譲内容などを説明します。
307 なるほど地方分権 地方分権とは何か？　地方分権で何がどう変わるのでしょうか？
308 まちの将来像を知ろう～総合計画・実施計画～ まちの将来の姿を描いた総合計画や実施事業、その時期を示した実施計画（第２次）を紹介します。
309 札幌広域圏組合について 札幌広域圏組合とはどのようなもので、どんなことをしているのかを紹介します。
310 国や北海道に要望している事業 国や北海道などに市が要望している事業（開発予算や北海道の重点施策の要望など）を説明します。
311 分かりやすい市の財政の仕組み 市の財政状況などを家計簿などに例えるなどして、分かりやすく説明します。
312 広聴事業（市民の声など）について 市民からの声や要望がどのように取り扱い、対応されているのかを分かりやすく説明します。
313「広報きたひろしま」ができるまで 広報紙作成の手順、依頼方法、情報提供などについて、皆さんのお手元に届くまでのお話をします。

314 北ひろしまの都市づくり　～快適で緑豊かな都市を目指して～ 北広島市都市計画マスタープランについてお話しします。

315 用途地域と地区計画について　～地区におけるまちづくりについて～ 市街化区域における土地利用の現状と地区ごとに考えられるまちづくりをお話しします。

316 都市景観形成基本計画について～魅力にあふれた美しいまちづくりに向けて～ 北広島市をすてきなまちとして未来に伝えていくための考え方をお話しします。

317 緑の基本計画について～うるおいとやすらぎのある緑のまちづくりに向けて～ かけがえのない緑の財産を機能別に分析し、将来の世代に引き継ぐための方策をお話しします。

318 条例の制定について 条例案の提案、議会の議決、公布等の条例の手続きを説明します。
319 市役所の仕組み～市役所ってなにするところ～ 市役所の組織と仕事の内容を説明します。
320 市民表彰について 市の功労表彰と善行表彰の意義や選考基準などを説明します。
321 情報公開制度の仕組み 市政における市民の知る権利を保障している情報公開制度の内容と利用方法を説明します。
322 選挙制度の話 一般的な選挙制度をお話しします。
323 戸籍の話 戸籍・住民基本台帳の申請から交付までをお話しします。
324 北広島市の環境づくり 北広島市環境基本計画の推進について説明します。
325 北広島市の地球温暖化対策の話 北広島市地域省エネルギービジョンの推進について説明します。
326 北広島市の自然環境の話 北広島市の環境保全についてお話しします。
327 福祉計画について 地域福祉計画などの福祉関係計画の概要について説明します。
328 新しい障がい者施策について 平成18年４月から始まった障害者自立支援法について説明します。
329 高齢者サービスガイド 高齢者福祉制度や市が行う各種サービスを説明します。
330 北広島市こども発達支援センターの紹介 北広島市の障がい児療育システム、北広島市こども発達支援センターの概要を紹介します。
331 北広島市のみちづくり～道路整備の現状～ 北広島市の道路整備の現状について説明します。
332 組合土地区画整理ってなぁに？ 組合土地区画整理事業の仕組みを分かりやすく説明します。
333 市有林の現状 市有林の所在や現状などを説明します。
334 身近な公園づくり 地域住民の意見を取り入れ整備した愛着を持たれる公園づくりの事例を紹介します。

335 身近な公園管理について～アダプトプログラム・住民管理～ 公園管理の現状と住民による公園の管理についてお話しします。

336 地籍調査ってなに？ 北広島市における地籍調査の概要と土地の境界についてお話しします。
337 街路樹について 街路樹の現状と課題を説明します。
338 市民と農業の関わり 消費者ニーズへの対応と市民農園、オーナー農園、いちご観光農園等の役割についてお話しします。
339 農業振興地域制度について 農業にかかわる土地利用制度（土地利用の現状や規制、農地利用、農業投資など）をお話しします。
340 北広島市の森林 市内の森林の状況、森林計画、森林の役割、林業・育林の現状、林地開発行為などを説明します。
341 北広島市の工業団地の話 北広島市内の工業団地を紹介します。
342 水道事業の経営状況について 水道事業経営の現状と今後の課題についてお話しします。
343 水道検針業務について 意外と知られていない水道メーター。水道メーターの検針業務の実情を紹介します。
344 給水施設の管理について 給水装置の管理分担や給水装置の漏水防止、宅地内ロードヒーティングについて説明します。
345 水道のしくみ～安全な水～ 北広島市の水道事業の沿革と事業内容や維持管理についてお話しします。
346 下水道使用料のしくみ 使用料がどのように使われているかや、全道的に見た北広島市の下水道の状況などを説明します。
347 雨水の誤接合について スノーダクト住宅や融雪槽からの雨水が公共汚水升に接続されている状況や問題点を説明します。
348 下水処理センターの建設事業 下水処理場の建設の歴史と現状、今後の課題などを説明します。
349 公共下水道事業計画～現在と将来～ 都市計画マスタープランの策定に伴い、見直しした下水道全体計画と事業認可計画を説明します。
350 公共下水道の役割と北広島市における沿革 公共下水道が果たすべき役割と昭和45年の事業着手から現在に至る変革や歴史を紹介します。
351 指定管理者制度の活用について 公の施設の管理に関する制度（効果的で効率的な施設運営を目指して）を説明します。
352 分かりやすい議会の説明 議会の傍聴方法や定例会、常任委員会、議会だよりについてお話しします。
353 農地の権利移動のための法律・制度 農地法による権利移動・転用の制限と農地の売買・貸借には許可が必要であることを説明します。
354 特別支援教育と北広島市の取り組み 特別支援教育の目的と北広島市の取り組み状況をお話しします。
355 なくならない不登校～みらい塾の取り組みについて～ 北広島市の不登校の現状（統計）と「みらい塾」の取り組みを説明します。

356 どうなる青少年の健全育成～地域の子どもは地域で～
子どもサポートセンターからの巡視等報告と分析、家庭・学校・地域・行政の役割と連携について
お話しします。

357 消防の組織と体制～消防のしくみ～ 消防の組織・消防車両・消防団について説明します。



⑭

601 個人情報保護制度について 個人情報の開示や個人の権利利益を保障している個人情報保護制度の内容と利用方法を説明します。
602 防災教室 地震、風水害災害に備えて、自主防災組織の育成と防災活動の促進についてお話しします。

603 交通安全講座 年代・季節等に応じた交通安全についてお話しします。ビデオ鑑賞後の講話、外での自転車教室な
ど、内容は相談に応じます。

604 我が家の地震対策 地震と建築、安全対策のポイントの説明、耐震診断、危険度判定の自己診断をしてみませんか。
605 高齢者の住宅～住み替え・住み続け～ 住み替え先とその要件、住み続けのポイント、バリアフリーについてお話しします。
606 住宅リフォームとその時期について 住宅の維持管理とタイミング、リフォームの必要性とその効果についてお話しします。
607 除雪について 除雪の現状と課題について説明します。
608 排水機場について 排水機場の目的とその仕組みについて説明します。
609 悪質商法の被害に遭わないために 消費生活相談の現状と悪質商法の被害に遭わないための方法をお話しします。
610 地震・火災が起きたときのために 地震や火災に備えて、また、起きたときに慌てないためにはどうしたら良いかをお話しします。

501 姉妹都市について～姉妹都市の東広島市ってどんなとこ～ 姉妹都市である東広島市の紹介、交流内容を説明します。

502 あなたを応援します～いつでもどこでも誰でもチャレンジ～
ビデオ上映。さまざまな場所で生き生きと活躍する女性たちが
力強いメッセージを送ってくれます。

503 北広島あるある探検隊　～行ってみよう！北広島の観光名所編～ 北広島市の観光名所を紹介します。

504 フレンドリーセンターの紹介 障がい者と健常者が生涯学習活動を通じて学び、交流するフレンドリーセンターの事業を紹介します。
505 生涯学習のススメ～何を始めようか？～ 生き生きと潤いある生活を過ごすために学ぶきっかけを応援します。
506 生涯学習による地域（まち）づくり 元気な地域（まち）づくりのために生涯学習を通して学びます。

507 楽しく生涯学習～学びスト講座～ 主体的な「学び」の実践のため、サークル・団体紹介や自主企画の支援策、生涯学習の必要性につ
いて学びます。

508 家庭教育移動講座 家庭教育・子育て講座に関する講師を派遣します。
509 学問のススメ～生きがいづくり総括編～ 老後や余暇の時間を生きがいを持って生活するため、市の生涯学習全般について説明します。
510 学問のススメ～自主事業編～ 自らが主体になって実施する事業について市が応援できることなどを説明します。
511 学問のススメ～仲間づくり編～ サークル団体の作り方などをお話しします。
512 学問のススメ～自己学習編～ 市内外で提供している各種学習機会への参加方法を説明します。
513 学問のススメ～市民参加事業編～ 市民協働参加の観点から社会教育課が実施する各種事業を説明します。
514 みんなでつくるキタヒロ文化～事業紹介編～ 市で行われている各種文化事業などを紹介します。
515 みんなでつくるキタヒロ文化～実施編～ 文化事業を自分たちで実施する場合の手法などをお話しします。
516 旧島松駅逓所の話 中山久蔵と駅逓所について、現在の旧島松駅逓所周辺の四季の移り変わりについてお話しします。
517 北広島産出の古生物の話 北広島から産出した化石についてお話しします。
518 最近の埋蔵文化財の発掘状況～北の里３遺跡～ 1999 年、道道江別恵庭線の改良工事に伴い埋蔵文化財を発掘した状況について説明します。
519 道都大学横に現れたクロスラミナについて 北広島のクロスラミナ（斜交葉理）について、その形成過程などを紹介します。
520 クワガタムシの成長について オオクワガタを通して卵から成虫までの生態を見てみましょう。
521 図書館フロアワークボランティア養成講座 接客、図書館の分類と配架、演習の３講。本の流れを理解し、高度な図書館活用術を身に付けましょう。
522 図書館で学ぶ「情報航海術」 図書館探索法とデータベース検索法で、年齢や職業に合った資料や情報の検索術を身に付けます。
523 図書館員になるには！ 図書館で働くための司書資格の修得の方法や、現代図書館事情の講義などを行います。

講　座　名 概　　　要
401 ふれあい学習センター見学ツアー 施設の機能や利用の方法などをツアー形式で案内します。
402 クリーンセンター施設見学 北広島市のごみ処理と最終処分場について説明します。

403 親子で遊びに来ませんかツアー～市内子育て関係施設紹介～
市のバスで市内の子育てに関する施設を巡り、施設の紹介と子育て最新情報を
紹介します。

404 親子遊びの紹介（就学前） わらべ歌、ゲーム、折り紙、工作などの遊びを紹介します。
405 お話、読み聞かせ 絵本・紙芝居・大型紙芝居、エプロンシアター・パネルシアターで楽しみましょう。
406 絵本の読み聞かせ講座 絵本の読み聞かせ、年齢に合った絵本選びと絵本の紹介をします。
407 保育園ってどんなとこ？　見て・聞いて・試して！ 少子化で小さい子に触れる機会の少ない中学・高校生が直接、保育園で園児と交流します。
408 自転車道路の魅力について 自転車道路（主としてエルフィンロード）を実際に走行体験しながら、見所や付帯施設を紹介します。
409 水道施設見学会～家庭に水が届くまで～ 配水池など水道施設を見学し、施設を紹介します。
410 食（栄養）について考えよう～学校給食～ 給食を試食し、栄養説明とアンケート調査を行います。
411 昔遊び講座 子どもたちやその親を対象に、公民館の昔遊び用具の体験や凧（たこ）などの製作を行います。
412 みんなでつくるキタヒロ文化～体験編～ 先人たちの生活を北広島東記念館内にある収蔵庫ギャラリーで紹介します。
413 北広島産出の貝化石のレプリカつくり 石こうで北広島から産出した貝化石のレプリカを作ります。
414 火起こし体験！ 火起こし体験を通じて古代の生活の一端や北広島の古代を学び、現代の生活を改めて見直します。
415 芸術文化ホール舞台体験ツアー 芸術文化ホールの良さを知ってもらうため、音響や照明操作・ＣＤコンサートなどを体験します。

416 芸術文化ホール施設見学～バックヤードツアー～
さまざまな文化公演がどのように行われているか、ホールのバックヤードを主体に公演を支えてい
る舞台裏の魅力を体験します。

417 消防・防災体験講座～消防体験ツアー～ 消防庁舎・札幌市民防災センターを見学し、地震・消火・煙避難・119 番通報・救急体験をします。

問合せ　市民生活課
　　　（　372-3311）

◆

◆

◆

◆

◆

◆
◆
◆

◆

◆

＊実施する場合に用具・会場などに条件があるものには、■で表しています。また、所要時間が
１時間を超えるものについては◆印を付けています。詳しくは、お気軽にお問い合わせください。
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新
入
学
児
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が
新
し
い
黄

色
い
帽
子
を
か
ぶ
り
、
笑
顔
で
通

学
を
始
め
る
時
季
で
す
。
ま
た
、

自
転
車
に
乗
り
始
め
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
春
の

交
通
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全
運
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を
機
会
に
、
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を

運
転
す
る
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は
も
ち
ろ
ん
自
転
車

運
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中
、
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す
る
際
も
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通
安
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け
、
春
を
笑
顔
で
迎
え

ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間　

４
月
６
日
㈭
〜
15
日
㈯

重
点
目
標　

「
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
」、「
速
度
上
昇
期
に
伴
う
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
過
ぎ
防
止
」、「
自
転

車
の
安
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の
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進
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シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
着
用
の
徹
底
」

問
合
せ　

市
民
生
活
課

竹
山
高
原
温
泉

　

高
齢
者
利
用
割
引
券

　

市
内
に
お
住
ま
い
で
65
歳
以
上

の
方
に
、
竹
山
高
原
温
泉
利
用
割

引
券
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

内
容　

一
人
年
10
回
分
（
自
己
負

担
額
１
回
１
０
０
円
）

利
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
19

年
３
月
31
日

配
布
場
所　

竹
山
高
原
温
泉

＊
年
齢
を
確
認
で
き
る
も
の
（
保

険
証
、
健
康
手
帳
、
運
転
免
許
証

な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
利

用
は
本
人
に
限
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
課
国
保
給
付
担
当

　

固
定
資
産
の
価
格
等

　

平
成
18
年
度
分
の
固
定
資
産
の

価
格
等
を
、
固
定
資
産
台
帳
に
登

録
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
４

月
か
ら
平
成
18
年
度
分
の
諸
証
明

の
発
行
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

問
合
せ　

税
務
課
資
産
税
土
地
担

当
・
同
家
屋
担
当

公
開
し
て
い
ま
す

　

路　
　

線　
　

価

　

平
成
18
年
度
固
定
資
産
税
評
価

の
基
礎
と
な
る
、
市
街
化
区
域
内

宅
地
の
路
線
価
な
ど
を
公
開
し
て

い
ま
す
。

場
所　

税
務
課
（
市
役
所
第
３
庁

舎
２
階
）

問
合
せ　

税
務
課
資
産
税
土
地
担
当

購
入
費
を
助
成
し
ま
す

　

生
ご
み
堆
肥
化
容
器

　

市
で
は
、
平
成
３
年
度
か
ら
生

ご
み
堆た

い

肥
化
容
器
の
購
入
費
に
助

成
を
始
め
、
昨
年
ま
で
に
３
６
７

４
世
帯
に
助
成
し
ま
し
た
。
生
ご

み
の
減
量
化
を
進
め
る
た
め
、
今

年
度
も
引
き
続
き
容
器
購
入
費
を

助
成
し
ま
す
。
助
成
額
と
の
差
額

は
購
入
時
に
業
者
に
お
支
払
い
い

た
だ
き
ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
容

器
を
使
用
す
る
土
地
が
あ
る
方

＊
一
度
助
成
を
受
け
た
方
も
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
新
規
購
入
者
を

優
先
し
ま
す
。

助
成
額　

３
０
０
０
円

助
成
個
数　

２
５
０
個

申
込
み　

購
入
の
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
４
月
３
日
か
ら
12

日
ま
で
に
廃
棄
物
対
策
課
・
各
出

張
所
・
団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
・
エ

ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

＊
電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
で
は
、
土
・

日
曜
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み
が

多
く
抽
選
と
な
る
場
合
は
、
別
途

連
絡
し
ま
す
。

問
合
せ　

廃
棄
物
対
策
課

４
月
１
日
受
付
開
始

　

緑
葉
公
園
野
球
場

　

５
月
１
日
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し

て
い
る
緑
葉
公
園
野
球
場
の
使
用

申
し
込
み
を
、
４
月
１
日
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。

使
用
期
間　

５
月
１
日
〜
10
月
31
日

使
用
時
間　

午
前
５
時
〜
午
後
７
時

使
用
料
（
１
時
間
当
た
り
）

一
般
（
高
校
生
以
上
）
１
０
３
０

円
、
小
中
学
生
１
０
０
円

＊
市
外
の
方
が
利
用
す
る
場
合
、

料
金
は
10
割
増
し
に
な
り
ま
す
。

申
込
み　

使
用
日
の
30
日
前
か
ら

市
教
委
体
育
課

⑮

から
エルフィンパーク
市民サービスコーナー

■土・日曜、祝日も開庁します
開庁時間　
　○月曜～金曜（祝日を除く）
　　午前７時30分～午後７時30分
　○土・日曜、祝日
　　午前９時～午後５時
＊年末年始は12月30日から１月５日まで
　休みです。

■戸籍全部事項証明・個人事項証明を即日
　発行します
○本籍地が北広島市の方に限ります。
○戸籍の異動などがあった方については、
　発行できない場合もあります。

■印鑑登録の手続きができるようになります
登録する印鑑・本人確認ができる書類（運
転免許証・パスポートなど）をお持ちく
ださい。

問合せ　市民課戸籍住民担当

４
１
変わります

変更
します 粗大ごみの収集曜日粗大ごみの収集曜日
ごみ収集の均等化・効率化
を図るため、４月１日から
粗大ごみの収集曜日を変更
します。お間違えのないよ
う、お願いいたします。

木曜日　➡　月曜日に変更になります
金曜日　➡　火曜日に変更になります
土曜日　➡　水曜日に変更になります

【変更前の収集曜日】

◎自治会・町内会管理のごみステーションに、
家電リサイクル品（テレビ、洗濯機、冷蔵庫、
冷凍庫、エアコン、パソコン）や事業系（事務
所、飲食店、理美容店、商店、請負工事、自営
業など）のごみが出されるとの苦情が多く寄せ
られています。これらは、ごみステーションに
は出せませんので、適切に処理してください。
◎スプレーやガス缶などの危険ごみは、使い
きってから缶に穴を開け ､完全にガスを抜いて
から、ごみステーションに出してください。

問合せ　廃棄物対策課

　国民保護法が平成16年９月に施行さ
れました。国民保護とは、この法律に
基づき、外国から武力攻撃を受けた場
合や大規模テロなどが発生した場合に、
国や道、市町村などが住民の生命・身
体・財産を保護することをいいます。
　北海道では、万が一こうした事態が
発生した場合、住民の避難や救護、被
害の最小化などを行うための「北海道
国民保護計画」を本年１月に策定しま
した。計画の内容については、北海道
のホームページ（http://www.pref.hokkaido.
jp/soumu/sm-ksnji/index.htm）でご覧
いただけます。

北海道国民保護計画北海海道道国
策定しました

北海道総務部危機対策室危機管理グループ問
合
せ （☎ 231-4111 内線 22-593）

広報紙の表記を変更します
■市役所・市役所各出張所➡市役所と各出張所　■北広島団地住民センター市役所連絡所➡団地住民センター　
■エルフィンパーク市民サービスコーナー➡エルフィンパーク　■北広島市ふれあい学習センター➡夢プラザ　
■北広島東記念館➡東記念館

４月１日号から

市　役　所
　　　（代表）☎372-3311
西の里出張所　　☎ 375-3209
大曲出張所　　☎ 376-2530
西部出張所　　☎ 376-2103
団地住民センター　　☎ 372-0676
エルフィンパーク　　☎ 376-8880

４
月
１
日
か
ら
市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す
（
詳
し
く
は
４
月
15
日
号
・
５
月
１
日
号
に
掲
載
）。
こ
れ
に
伴
い
、各
担
当
課
の
内
線
番
号
も
一
部
変
更
に
な
る
こ
と
か
ら
、

今
号
の
紙
面
で
は
内
線
番
号
を
明
記
し
て
い
ま
せ
ん
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

北海道国民保護計画のパンフレット
が市役所防災担当と各出張所にあり
ますので、ぜひご覧ください。 ■所得証明書を発行します



　

北 

広 

島 

霊 

園

貸
付
区
画
数

●
芝
生
墓
地
（
石
碑
の
型
や
色
が

規
制
さ
れ
ま
す
）

４
平
方
メ
ー
ト
ル　

22
区
画

６
平
方
メ
ー
ト
ル　

８
区
画

●
自
由
墓
地
（
高
さ
な
ど
に
一
部

制
限
が
あ
り
ま
す
）

４
平
方
メ
ー
ト
ル　

18
区
画

６
平
方
メ
ー
ト
ル　

15
区
画

９
平
方
メ
ー
ト
ル　

２
区
画

貸
付
条
件

●
申
込
者
が
市
内
に
引
き
続
き
３

年
以
上
お
住
ま
い
で
あ
る
こ
と

●
貸
付
は
１
世
帯
に
つ
き
１
区
画

永
代
使
用
料
・
管
理
料

提
出
書
類　

●
住
民
票
の
写
し

●
火
葬
許
可
証
の
写
し
か
寺
院
な

ど
が
発
行
す
る
焼
骨
収
蔵
証
明
書

申
込
み　

４
月
24
日
か
ら
５
月
10

日
ま
で
（
土･

日
曜
、
祝
日
を
除

く
）
に
環
境
課

＊
墓
地
の
使
用
許
可
と
場
所
の
選

定
は
、
先
着
順
で
は
な
く
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。
使
用
許
可
は
、
祭さ

い

祀し

す
べ
き
焼
骨
を
お
持
ち
の
方
を

優
先
し
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課

　

防
災
活
動
助
成
金

　

地
域
の
防
災
力
を
高
め
、
安
全

で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
市
内
の
自
主
防
災
組

織
や
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
が
行

う
防
災
活
動
に
対
し
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象
活
動　

●
避
難
訓
練
な
ど
の
各
種
防
災
訓
練

●
防
災
教
室
の
開
催
、
地
域
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
防
災
に
関
す

る
教
育
や
啓
発

●
情
報
連
絡
用
資
機
材
、
救
助
・

救
護
活
動
用
資
機
材
な
ど
の
購
入

助
成
金
額　

助
成
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内

＊
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

申
込
み　

５
月
31
日
ま
で
に
防
災

担
当

⑯

名称 規格 永　代
使用料

永　代
管理料 合計

（
納
骨
室
付
）

芝
生
墓
地

４平方メートル 291,000 135,960 426,960

６平方メートル 459,000 203,940 662,940

自
由
墓
地

４平方メートル 234,000 135,960 369,960

６平方メートル 369,000 203,940 572,940

９平方メートル 593,000 305,910 898,910
（単位：円）

助成対象団体の
世帯数

助　成
限度額

100 世帯未満 ５万円

100 世帯以上
500 世帯未満 10万円

500 世帯以上 20万円

検診の種類 対象年齢 受診医療機関（受診料は各
医療機関でお支払いください）

検診料（受診者負担金）
年齢区分 一般 非課税者 70歳以上

乳がん検診
（視触診･マンモグ
  ラフィ併用）

40歳以上（昨年度受診してい
ない方・隔年受診）

北海道対がん協会
40～49歳（2方向･ 4 枚） 1,900 円 600 円
50歳以上（1方向･ 2 枚） 1,600 円 500 円 500 円

北広島病院 40歳以上（2方向･ 4 枚） 1,600 円 500 円 500 円

子宮がん検診
（頸部検診）

20歳以上（昨年度受診してい
ない方・隔年受診）

みよしレディースクリニック 1,500 円 500 円 500 円

北海道対がん協会

胃がん検診 35歳以上 北海道対がん協会 1,500 円 500 円 500 円
大腸がん検診

40歳以上

北海道対がん協会 700 円 200 円 200 円

肺がん検診 北海道対がん協会
無料

前立腺がん検診 40歳以上（隔年受診） 北海道対がん協会 600 円 200 円 200 円
骨粗しょう症検診 40･45･50･55･60･65･70歳の女性 北海道対がん協会 300 円 100 円 100 円

今年度から「前立腺がん検診」と「骨粗しょう症検診」も対がん協会で実施します。

◆受診期限　平成19年３月31日
◆受診方法　申込者に「受診票」を送付しますので、到着後、各医療機関に予約のうえ受診してください。
◆申 込 み　どの検診も４月１日から平成19年２月28日までに、健康推進課、各出張所、団地住民センター、エルフィンパークに
　　　　　　直接申し込むか、封書で住所・氏名・生年月日・電話番号・検診名・医療機関名のほか、生活保護世帯の方は「無料」、
　　　　　　平成18年度市町村民税が非課税の方は「非課税」と明記して、市役所健康推進課（〒 061-1192　住所不要）まで。
◆そ の 他　電話での申し込みはできません。検診は年度内１回だけの受診となります。

◎
対
象
年
齢
は
受
診
日
現
在
の
年
齢
で
す

問合せ　健康推進課

かくたん

今年今年今今今年今年今年度か度か度 ら「「「「「「前立前立前立前立立立前立腺腺が腺が腺が腺がん検ん検診」診診診 と「と「と「骨粗骨骨粗しょしし 症症症う症う症う症う症検診検診検診検診検診 も」も対が対が対が対が対対が 協協ん協ん協ん協会会会会で会で実施実施実施実施実施実施実施しまましましますすすすすす 問合問合合せせ 健健健康推康推推康推進課進進課



　

前
期
学
校
開
放
の
受
付

　

小
・
中
学
校
の
体
育
館
を
サ
ー

ク
ル
活
動
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

５
月
か
ら
の
平
成
18
年
度
前
期
の

利
用
を
希
望
す
る
市
内
の
サ
ー
ク

ル
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
17

年
度
後
期
利
用
の
サ
ー
ク
ル
も
新

た
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

対
象　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
で
期

間
中
継
続
し
て
使
用
す
る
、
会
員

10
人
以
上
の
市
内
の
サ
ー
ク
ル

開
放
期
間　

５
月
８
日
〜
10
月
20

日
の
月
曜
〜
金
曜
（
西
部
小
だ
け

火
曜
〜
土
曜
）

利
用
時
間　

小
学
校
＝
午
後
６
時

〜
９
時
、
中
学
校
＝
午
後
７
時
〜

９
時
（
い
ず
れ
も
２
時
間
以
内
）

開
放
学
校　

小
学
校
＝
全
10
校
、

中
学
校
＝
東
部
・
大
曲
・
広
葉
・

緑
陽
の
４
校

申
込
み　

４
月
11
日
ま
で
に
総
合

体
育
館
、
市
教
委
体
育
課
、
各
出

張
所
、
団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
、
エ

ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

＊
４
月
12
日
以
降
の
申
し
込
み
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
状
況
に
よ

っ
て
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
教
委
体
育
課

　

市
民
芸
術
文
化

　

創
作
事
業
補
助
金

　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
運
営
委
員
会

で
は
、
市
民
団
体
や
実
行
委
員
会

な
ど
が
行
う
芸
術
文
化
事
業
に
対

し
て
、費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業　

次
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
す
事
業

●
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
（
ホ
ー
ル
か

活
動
室
１
・
２
）
が
会
場

●
定
員
の
３
分
の
２
以
上
を
一
般

に
開
放

●
総
予
算
の
２
分
の
１
以
上
が
自

己
財
源
（
入
場
料
収
入
含
む
）

●
市
の
ほ
か
の
補
助
金
の
交
付
対

象
に
な
ら
な
い

事
業
例　

音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
、
演

劇
、
落
語
な
ど

補
助
金
額　

審
査
の
上
、
予
算
の

範
囲
以
内
で
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内

申
込
み　

４
月
30
日
ま
で
に
芸
術

文
化
ホ
ー
ル
に
あ
る
所
定
の
用
紙

に
必
要
書
類
を
添
え
て
芸
術
文
化

ホ
ー
ル
（
☎
372
〜
７
６
６
７
）

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　

５
月
28
日
㈰

会
場　

札
幌
市
ほ
か

種
類　

甲
種
・
乙
種
・
丙
種

願
書
受
付　

４
月
11
日
か
ら
20
日

ま
で
に
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
北
海
道
支
部
（
〒
060
〜
０
０
０

５　

札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
６

丁
目
２　

☎
205
〜
５
３
７
１
）

＊
願
書
は
市
消
防
本
部
、
消
防
署

大
曲
・
西
の
里
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
消
防
本
部
予
防
課（
☎

373
〜
９
１
１
９
）

⑰

問合せ
健康推進課

対象：生後３カ月以上７歳６カ月未満の乳幼児・児童
　　　（できるだけ２歳６カ月までに接種を４回済ませましょう）

対象：３種混合対象者のうち、すでに百日咳にかかった方
　　　（できるだけ３歳までに接種を受けましょう）
期日：４月11日㈫

４月１日から予防接種制度が変わりましたので、ご注意ください。
改正前 改正後

期　　間 ３月31日まで ４月１日以降

ワクチン はしか
ワクチン

風しん
ワクチン はしか風しん混合ワクチン（MRワクチン）

対象年齢 １歳０カ月～
　　７歳６カ月未満

第１期 １歳０カ月～２歳０カ月未満

第２期
小学校就学前の１年間（幼
稚園・保育園の年長組に該
当する時期）

接種回数 １回 １回 各期１回（合計２回）

★はしか風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）

＊３月31日までに、「はしか」と「風しん」両方の予防接種を受けた
　お子さんは、「はしか風しん混合ワクチン」を接種する必要はあり
　ません。
＊４月１日以降、「はしか」・「風しん」の単独ワクチンのいずれかを
　接種していない１歳０カ月～２歳0カ月未満のお子さんを対象に､ 経
　過措置として平成19年3月31日まで、「はしか」・「風しん」の単独ワ
　クチンの接種を無料で実施します。事前の予約が必要です。

★２種混合（ジフテリア・破傷風） 電話予約が必要です

★３種混合（ジフテリア･破傷風･百日咳ぜき）

★ＢＣＧ 電話予約が必要です

対象：生後６カ月未満の乳児
　　　（生後３カ月からの接種をお勧めします）

３種
混合

２種
混合

Ｍ　　Ｒ
ワクチン ＢＣＧ

渡辺小児科 ○ ○ ○ ○
北広島小児科 ○ ○ ○ ○
小児科大曲こどもクリニック ○ ○ ○ ○
輪厚三愛病院 ○ ○ ○ ○
西の里恵仁会病院 ○ ○ ○
北広島中央クリニック ○ ○
さいとうクリニック ○ ○
大曲ファミリークリニック ○ ○
川島内科クリニック ○ ○ ○ ○
道央病院 ○ ○

医療機関 予防接種



　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　

消
防
署
で
は
、
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
の
間
、
市
民
の
方
に
応

急
手
当
を
し
て
い
た
だ
き
、
救
命

率
の
向
上
を
図
る
た
め
の
基
礎
的

な
応
急
手
当
を
指
導
し
ま
す
。
受

講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　

中
学
生
以
上

日
時　

４
月
19
日
㈬　

午
前
９
時

〜
正
午

会
場　

消
防
本
部
防
災
研
修
室

定
員　

先
着
15
人

申
込
み　

４
月
12
日
ま
で
に
市
消

防
署
救
急
担
当
（
☎
373
〜
２
３
２

２
）、
消
防
署
大
曲
出
張
所
（
☎

377
〜
３
０
２
０
）、
消
防
署
西
の

里
出
張
所
（
☎
375
〜
３
１
１
９
）、

FAX
　

373
〜
６
２
３
０
（
氏
名
、
生
年

月
日
、
連
絡
先
を
明
記
）

中
止
に
な
り
ま
す
！

　

求 

人 

求 

職 

相 

談

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る
職

業
紹
介
、
求
人
手
続
き
な
ど
の
相

談
を
こ
れ
ま
で
月
２
回
市
役
所
で

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
開
庁
時
間
延
長
、
職
員

の
減
員
な
ど
に
よ
り
、
４
月
か
ら

求
人
求
職
相
談
が
中
止
と
な
り
ま

す
。
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は

次
の
通
り
で
す
。

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
札
幌
東
（
札
幌

市
豊
平
区
月
寒
東
１
条
西
３
丁
目

☎
853
〜
０
１
０
１
）

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
札
幌（
札

幌
市
中
央
区
北
４
条
西
５
丁
目

☎
242
〜
８
６
８
９
・
職
業
紹
介
だ

け
で
雇
用
保
険
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
）

問
合
せ　

商
業
労
働
課

　

北
海
道
の
消
費
生
活
相
談

　

４
月
か
ら
相
談
電
話
番
号
が
変

わ
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
一
般

電
話
か
ら
は
ど
こ
か
ら
か
け
て
も

時
間
当
た
り
の
料
金
は
一
律
で
す
。

　

☎
０
５
０
〜
７
５
０
５
〜
０
９
９
９

受
付
時
間　

平
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

問
合
せ　

北
海
道
環
境
生
活
部
生

活
文
化
・
青
少
年
室
生
活
振
興
課

（
☎
204
〜
５
２
１
３
）

　

経
営
・
技
術
相
談
窓
口

　

中
小
企
業
者
の
経
営
上
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

中
小
企
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
の
経
験
豊
か
な
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
（
公
認
会
計
士
・
中
小

企
業
診
断
士
・
税
理
士
・
技
術
士
・

弁
護
士
・
弁
理
士
・
社
会
保
険
労

務
士
・
企
業
実
務
経
験
者
な
ど
）

が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

６
月
ま
で
の
相
談
日　

４
月
26
日

㈬
、
５
月
30
日
㈫
、
６
月
26
日
㈪

平成17年度

受賞者 受賞内容

田中　瞳さん
（西部中学校２年）

日ごろから三味線の演奏を通して地
域の慰問活動に取り組み、笑顔で明
るいまちづくりに貢献しました。

東部小学校児童会
長年かけて集めたリングプルで購入
した車いすを寄贈し、明るく暮らし
やすい地域づくりに貢献しました。

東部中学校生徒会
日ごろから自主的に資源回収活動を
行い、学校施設の充実に積極的に取
り組みました。

札幌日本大学高等学校
硬式野球部

長年にわたりティーボール北の甲子
園国際交流大会に積極的に協力し、豊
かな心を持って明るくさわやかな交
流をしました。

問合せ　北広島市生涯学習振興会事務局（市教委社会教育課内）

（11:00 ～）

○プログラム
　♪大曲中学校合唱部 /「緑」  ほか
　♪大曲中学校吹奏楽部 /ミュージカル「ミス サイゴン」から  ほか
　♪ホルンと吹奏楽のための「ロマンス」（サンサーンス作曲）
　♪ピアノ、バイオリンとホルンのための「三重奏曲」
　　　　　　　　　　　　　　　作品40（ブラームス作曲）

落成記念式典･落成記念音楽会
◆落成記念式典
○と　き：４月９日㈰　10:00 ～
○ところ：ふれあい学習センター（大曲 370-2）

問合せ　ふれあい学習センター（☎ 370-7373）

会
場　

北
広
島
商
工
会
会
議
室

相
談
事
例　

資
金
調
達
の
方
法
、

新
商
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
公

的
支
援
制
度
の
活
用
、
新
商
品
・

新
生
産
方
法
の
開
発
に
係
る
技
術
、

会
社
設
立
・
新
事
業
展
開
に
係
る

法
律
・
特
許
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

の
作
成
な
ど

相
談
料　

無
料

申
込
み　

各
相
談
日
の
２
週
間
前

ま
で
に
所
定
の
申
込
書
で
商
業
労

働
課
か
北
広
島
商
工
会
（
☎
373
〜

３
３
３
３
）

　

み
ん
な
の
市
民
生
活
相
談

日
時　

４
月
18
日
㈫　

午
後
１
時

〜
４
時

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

内
容　

行
政
相
談
＝
住
宅
・
道
路
・

年
金
・
環
境
衛
生
な
ど
、
国
の
行

政
機
関
や
特
殊
法
人
の
仕
事
に
対

す
る
苦
情
や
要
望
▼
人
権
相
談
＝

い
じ
め
・
体
罰
・
差
別
問
題
・
借

地
・
借
家
・
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

相
談
員　

行
政
相
談
委
員
・
人
権

擁
護
委
員

問
合
せ　

市
民
生
活
課

　

心
配
ご
と
悩
み
ご
と
相
談

　

相
談
員
が
親
身
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
守
り
ま
す
。
来
所
か
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

☎
３
７
２
〜
１
６
４
０

日
時　

４
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
の
各
火
曜
、
５
月
１
日
㈪　

⑱

家庭児童相談･ひとり親家庭相談

問合せ　児童家庭課

相談内容

家庭児童相談室 ひとり親家庭等（母子･父子家庭）相談
子育て・心や体の発達・学
校・生活・いじめ・虐待な
ど子どもに関する相談

母子・寡婦家庭、父子家庭の子ど
ものことや、生活・経済上の相談、
DV（ドメスティックバイオレンス）相談

相談時間 午前９時30分～午後４時
相談方法 来庁・電話・家庭訪問
相 談 員 家庭児童相談員・母子自立支援員

○出　演：大曲中学校  合唱部・吹奏楽部
○ゲストアーティスト
　植田克己さん（ピ ア ノ）東京芸術大学教授
　内田　輝さん（バイオリン）北海道教育大学教授
　島方晴康さん（ホ ル ン）札幌交響楽団副主席　

◆落成記念音楽会

ふれあい学習センター（愛称：夢プラザ）



午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場　

社
協
心
配
ご
と
相
談
所（
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

372
〜
１
６
９
８
）

　

保　
　

健　
　

師

対
象　

保
健
師
の
資
格
と
普
通
自

動
車
運
転
免
許
を
お
持
ち
の
60
歳

以
下
の
方

募
集
人
数　

１
人

業
務
内
容　

ふ
れ
あ
い
温
泉
事
業

で
の
保
健
指
導

採
用
期
間　

４
月
中
旬
〜
平
成
19

年
３
月
中
旬

勤
務
時
間　

１
日
６
時
間
（
月
２

〜
３
回
程
度
）

報
酬　

時
給
１
２
０
０
円

手
当　

通
勤
手
当

申
込
み　

４
月
10
日
ま
で
に
履
歴

書
（
写
真
付
き
）
と
資
格
証
明
書

（
写
し
）
を
持
ち
市
民
課
国
保
給

付
担
当

＊
採
用
は
書
類
選
考
と
面
接
（
日

程
は
後
日
連
絡
）で
決
定
し
ま
す
。

　

子
ど
も
実
行
委
員

　

７
月
２
日
に
開
催
す
る
「
第
８

回
ワ
ク
ワ
ク
公
民
館
子
ど
も
ま
つ

り
」の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

ほ
か
の
学
校
の
友
達
と
一
緒
に
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
・

中
学
生

募
集
人
数　

先
着
30
人

活
動
日
時　

４
月
29
日
、
５
月
20

日
、
６
月
10
日
・
24
日
の
各
土
曜

＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
▼

７
月
１
日
㈯
（
前
日
）
＝
午
後
１

時
〜
３
時
▼
７
月
２
日
㈰（
当
日
）

＝
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分
（
活
動
で
き
る
日
だ
け
の
参
加

も
可
）

活
動
場
所　

中
央
公
民
館

活
動
内
容　

●
の
ぼ
り
、
看
板
、

用
具
、
チ
ケ
ッ
ト
づ
く
り
な
ど

●
紙
芝
居
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の

練
習　

●
準
備
と
当
日
の
運
営

申
込
み　

４
月
27
日
ま
で
に
中
央

公
民
館
（
☎
373
〜
０
１
０
１
）

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
を
早
期
に

発
見
す
る
た
め
、
次
の
日
程
で
検

診
を
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は

お
近
く
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象　

小
学
３
年
以
上
の
方
（
検

査
は
５
年
に
１
回
受
け
ま
し
ょ
う
）

日
程　

４
月
17
日
㈪
＝
中
央
会
館

（
市
役
所
隣
）
▼
18
日
㈫
＝
農
民

研
修
セ
ン
タ
ー
▼
19
日
㈬
＝
西
の

里
会
館
▼
20
日
㈭
＝
団
地
住
民
セ

ン
タ
ー

⑲

時
間　

午
後
６
時
〜
７
時
45
分

検
査
方
法　

採
血
検
査
（
結
果
は

後
日
連
絡
し
ま
す
）

検
査
料　

無
料

問
合
せ　

健
康
推
進
課

　

献
血
に
ご
協
力
を

　

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方
が
対

象
で
す
。（
65
歳
以
上
の
場
合
は
、

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
に
献
血
し
た

こ
と
の
あ
る
方
）

期
日　

４
月
10
日
㈪

コ
ー
ス　

み
ど
り
ネ
ッ
ト
北
海
道

（
輪
厚
中
央
）
＝
午
前
９
時
〜
９

時
50
分
▼
丸
善
薬
品
（
大
曲
工
業

団
地
）
＝
午
前
10
時
20
分
〜
11
時

▼
土
屋
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア
カ
レ

ッ
ジ
（
大
曲
工
業
団
地
）
＝
午
前

11
時
30
分
〜
午
後
１
時
▼
順
天
病

院
（
大
曲
）
＝
午
後
２
時
30
分
〜

４
時
30
分

問
合
せ　

健
康
推
進
課

　

心
の
健
康
相
談

日
時　

４
月
５
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
か
ら

会
場　

千
歳
保
健
所
（
千
歳
市
東

雲
町
４
丁
目
２
）

担
当　

精
神
科
医
師
、
保
健
師

料
金　

無
料

申
込
み　

予
約
制
で
４
月
４
日
ま

で
に
千
歳
保
健
所
（
☎
０
１
２
３

〜
23
〜
３
１
７
５
）

＊
相
談
日
以
外
も
来
所
や
電
話
で

の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

９月10日㈰に芸術文化ホールで開催する「HIRO
COLLE 2006」に参加する作品のデザイン画を
募集します。入選作品は応募者が選んだモデル
が着用し公開審査（ﾌｧｯｼｮﾝｼｮｰ）に臨みます。

♣
♣

◆応募規定　●未発表のオリジナル作品に限ります。●次のすべ
　　　　　　てに参加可能な方（制作説明会：６月８日㈭、モデ
　　　　　　ル講習会：９月３日㈰、リハーサル：９月９日㈯、
　　　　　　ファッションショー：９月10日㈰）　●応募作品の
　　　　　　著作権、出演者の肖像権は主催者が有します。
◆応募方法　●Ｂ４サイズ画用紙を縦に使用。●表面に着色デザ
　　　　　　イン画、右下に着色バックスタイルを描き、裏面に
　　　　　　応募票を付ける。●一人何点でも応募できますが、
　　　　　　応募票は１点に１枚、必ず付けてください。●応募
　　　　　　されたデザイン画は返却しません。
◆応募用紙　芸術文化ホール、中央公民館、団地住民センター、
　　　　　　各地区会館にあります。
◆審　　査　一次審査の結果は応募者全員へ文書で通知。入選作
　　　　　　品１点につき 1,500 円の参加料をいただきます。入
　　　　　　選者は作品を制作し、最終審査で作品を発表します。
◆問  合  せ　〒 061-1121  北広島市中央 6 丁目 2-1 芸術文化ホ
　応 募 先    ール内花ホールスタッフの会　
　　　　　　 「ファッションショー　HIRO  COLLE  2006」係 
　　　　　　☎372-7667、FAX372-3066、電子メール　hanahall@iris.dti.ne.jp

■日時　4/21 ㈮・22㈯の 2日間　午後６時30分～８時30分
■会場　芸術文化ホール活動室　■定員　先着20人　■受講料　無料
■内容　デザイン画の描き方・彩色方法など
■講師　東海林  保子さん（服飾講師）
■持ち物　Ｂ４サイズ画用紙（数枚）、筆記・彩色用具、モード雑誌　

問合せ　芸術文化ホール（☎ 372-7667）

第
１
部

第
２
部

４月16日㈰
開場　13:30
開演　14:00
（終了予定 16:00）

芸術文化ホール
整理券が必要です

芸術文化ホール、市役所案内、
各出張所、団地住民センター、
中央公民館、エルフィンパー
クで配布しています。

入場無料

木

チ
ケ
ッ
ト

４ 15㈯午前10時 発売開始
全席指定（前売り･当日とも）
一般 2,000 円
高校生以下 1,000 円

取
扱
所

芸術文化ホール、ローソン各店、日本
旅行オーエムシートラベル（4/16 ～）、
ローソンチケット電話予約（☎ 0570-000-777
L=17476）、大丸･４プラ･ソーホーズ
の各プレイガイド

■車いす席をご希望の方は、芸術文化ホールへお問い合わせください。■公演
終了後、臨時バスを運行します。（21:10 ホール発　輪厚経由大曲行き　路線
バス料金）■託児をご希望の方には有料であっせんします。（予約制）

助成：財団法人地域創造

本事業の共催である㈶北海道文化財団は道民の文化活動を応援しています



　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

　

高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
肥
満
な

ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

食
事
や
軽
運
動
の
実
技
を
行
い
ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
お

お
む
ね
30
歳
〜
65
歳
の
方

日
時
・
内
容
・
会
場

講
師　

運
動
講
師
、
保
健
師
、
栄

養
士
、
歯
科
衛
生
士

定
員　

先
着
15
人
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
か
ら
の

参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
）

持
ち
物　

健
康
手
帳
（
な
い
方
に

は
発
行
し
ま
す
）、
タ
オ
ル
、
上
靴

申
込
み　

４
月
10
日
ま
で
に
健
康

推
進
課

　

体
力
ア
ッ
プ
相
談
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
使
っ
て
、

自
分
の
目
的
に
合
っ
た
体
力
づ
く

り
の
方
法
を
分
か
り
や
す
く
指
導

し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方

日
時　

４
月
15
日
㈯
、
５
月
20
日

㈯　

午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

総
合
体
育
館

内
容　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基
礎
技

術
、
健
康
づ
く
り
相
談
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
、
筋
力
ア
ッ
プ

講
師　

健
康
運
動
指
導
士

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
尚
子
さ
ん

持
ち
物　

タ
オ
ル
・
上
靴
（
動
き

や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

申
込
み　

総
合
体
育
館
（
☎
372
〜

０
８
０
８
）

　

ひ
き
こ
も
り
家
族
交
流
会

　

同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
が
交
流

会
で
体
験
を
語
り
合
い
、
望
ま
し

い
対
応
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行

っ
て
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
や
家

族
の
悩
み
を
軽
減
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

北
広
島
市
・
恵
庭
市
・
千

歳
市
に
お
住
ま
い
で
、
家
族
の
ひ

き
こ
も
り
で
お
悩
み
の
方

日
時　

４
月
11
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

千
歳
保
健
所
（
千
歳
市
東

雲
町
４
丁
目
２
）

内
容　

家
族
の
体
験
交
流
と
情
報

交
換

申
込
み　

４
月
10
日
ま
で
に
電
話

で
千
歳
保
健
所
健
康
推
進
課
（
☎

０
１
２
３
〜
23
〜
３
１
７
５
）

回 日程 時間 会場 内容

１ ４/ 11㈫ 13:30～ 16:00
大曲会館・
大曲ファ
ミリー体
育館

体力チェック、個別
相談（血圧・体脂肪
測定）、軽運動

２ ４/ 18㈫ 13:30～ 16:00 軽運動（実技・講話）

３ ４/ 25㈫ 11:00～ 14:30 栄養講座、歯科講座

４ ５/２㈫ 13:30～ 16:00 軽運動、交流会

⑳

４29 開場 /13:00
開演 /13:30

芸術文化ホール活動室

問合せ　芸術文化ホール（☎ 372-7667）

入場
無料

整理券が必要です。入場希望の方は、郵便往復はがきに下記の必
要事項を記入の上、お申し込みください。

往信用表面
〒 060-8703（住所不要）NHK札幌放送局
公開セミナー「大河ドラマ・功名が辻」係
往信用裏面
❶郵便番号 ❷住所 ❸氏名 ❹電話番号
（返信用表面にも郵便番号･住所･氏名を記入）

締め切り：４月14日㈮必着

※申し込みは、一人１通に限ります。
※はがき１枚で一人の入場です。
※応募方法や必要事項の記入に不
　備があった場合は、受け付けら
　れません。
※申し込み多数の場合は、抽選と
　なります。後日、抽選結果を郵
　送いたします。

第１部

第２部

講師：童
どうもん

門冬
ふ ゆ じ

二（作家）

【応募に関するお問い合わせ】
NHK札幌放送局公開セミナー「功名が辻」係
（☎ 232-4040：平日 10:00 ～ 18:00）

終演予定
（15:30）

ご応募いただいた際の情報は、抽選結果
のご連絡に使用させていただきます。
なお、ＮＨＫでは、受信料のお願いに使
用させていただくことがあります。

土
祝･



　

す
く
す
く
広
場

〈
大
曲
い
ち
い
保
育
園
〉

対
象　

２
歳
６
カ
月
〜
就
学
前
の

親
子
で
５
回
と
も
参
加
で
き
る
方

日
時　

４
月
20
日
㈭
・
27
日
㈭
、

５
月
10
日
㈬
・
18
日
㈭
・
25
日
㈭

（
計
５
回
）　

午
前
10
時
〜
11
時

内
容　

親
子
遊
び
、
製
作
、
ゲ
ー

ム
な
ど

定
員　

先
着
12
組

申
込
み　

４
月
３
日
か
ら
10
日
ま

で
に
電
話
で
大
曲
い
ち
い
保
育
園

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、
☎
377
〜

２
８
２
５
）

　

手
話
講
習
会
（
入
門
講
座
）

対
象　

手
話
に
関
心
の
あ
る
方

日
時　

５
月
９
日
か
ら
６
月
27
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
（
計
８
回
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　

先
着
15
人

受
講
料　

１
０
０
０
円
（
資
料
代

を
含
む
・
申
込
時
に
納
入
）

申
込
み　

４
月
28
日
ま
で
に
所
定

の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
372
〜
１
６
９
８
）

　

大
曲
公
民
館
事
業

〈
庭
木
の
手
入
れ
コ
ツ
の
コ
ツ
教
室
〉

　

伸
び
放
題
の
庭
木
。
初
め
て
の

方
で
も
連
休
に
庭
木
の
手
入
れ
と

管
理
が
優
し
く
で
き
る
、
こ
つ
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

日
程　

４
月
26
日
㈬　

定
員　

先
着
20
人

受
講
料　

５
０
０
円

〈
コ
ー
ヒ
ー
を
お
い
し
く
落
と
す
コ

ツ
の
コ
ツ
教
室
〉

　

連
休
の
慌
た
だ
し
さ
の
中
で
お

い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
一
時
。

コ
ー
ヒ
ー
を
お
い
し
く
落
と
す
、

プ
ロ
の
こ
つ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
程　

４
月
27
日
㈭　

定
員　

先
着
15
人

受
講
料　

１
０
０
０
円
（
教
材
費

を
含
む
）

〈
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
そ
の
コ
ツ
の
コ

ツ
教
室
〜
美
し
い
花
づ
く
り
は
土

づ
く
り
か
ら
〉

　

連
休
は
ゆ
っ
く
り
豊
か
な
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
。
土
づ
く
り
、
植
え
方

な
ど
プ
ロ
の
こ
つ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
程　

４
月
28
日
㈮　

定
員　

先
着
25
人

受
講
料　

５
０
０
円

〈
共
通
事
項
〉

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

大
曲
会
館

申
込
期
限　

４
月
19
日

申
込
み　

４
月
３
日
か
ら
大
曲
公

民
館
（
火
曜
〜
土
曜
、
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
、
☎
377
〜
４
４

１
５
）

＊
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

４月９日㈰、大曲全体の読書・情報の拠点となる図書館大曲分館がふれあい学習センター（愛称：夢プラザ）
の２階にオープンします。ゆったりとしたイスで読書をお楽しみください。お探しの本がないときは、本
館から取り寄せたり、他の図書館から借りたりすることもできます。皆さんのご利用をお待ちしています。

～誰もが利用しやすい施設に～４
月
９
日
㈰
午
後
１
時
オ
ー
プ
ン
！

４
月
９
日
㈰
午
後
１
時
オ
ー
プ
ン
！

施設概要
場　　所：大曲 370 番地 2
　　　　　（ふれあい学習センター２階）
面　　積：約 220 ㎡
所蔵規模：約 30,000 冊
座  席  数：約 40 席
蔵  書  数：25,000 冊（一般書 18,000 冊、
　　　　　児童書 7,000 冊、新聞・雑誌を含む）
職　　員：司書を常駐
設　　備：利用者開放端末（OPAC）
　　　　　カラーコピー 機（カラー 50 円 / 枚、　
　　　　　モノクロ 10 円 / 枚）
　　　　　インターネット端末（100 円 /30 分）

利用のご案内
開館時間：火曜～木曜＝ 10:00 ～ 20:00
　　　　　金曜～日曜・祝日開館日＝ 10:00 ～ 18:00
休  館  日：月曜日
　　　　　図書整理日（毎月最終金曜日、12月は30日）
　　　　　一部祝日（憲法記念日・国民の祝日・こどもの日・敬老の日・
　　　　　文化の日・勤労感謝の日以外の祝日）
　　　　　図書特別整理期間（８月に７日以内）
　　　　　年末年始（12月31日～１月５日）
貸出冊数：20 冊まで
貸出期間：14 日間
そ  の  他：今までのカードで利用できます。初めて利用する方は、住所・  氏名を
　　　　　確認できるものをお持ちください。その場で利用者カードを発行します。

問合せ　 図書館（☎ 373-7667）㉑



・

　

参
加
し
ま
せ
ん
か

▼
北
広
島
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会〝
春

の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
〞

対
象　

市
内
か
近
隣
市
町
に
お
住
ま

い
の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
会
員
・
ダ
ン

ス
愛
好
者
（
会
員
が
お
相
手
し
ま
す

の
で
、
お
一
人
で
も
ど
う
ぞ
）

日
時　

４
月
９
日
（日）　

午
後
６
時
〜

９
時

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

参
加
料　

８
０
０
円

問
合
せ　

清し
み
ず水

（
☎
０
１
２
３
〜
36

〜
８
３
５
４
）

㉒

分
か
ら（
受
け
付
け
は
午
前
10
時
か
ら
）

会
場　

夢
プ
ラ
ザ（
大
曲
３
７
０
〜
２
）

参
加
料　

小
・
中
・
高
校
生
５
０
０

円
、
一
般
１
０
０
０
円
（
昼
食
代
を

含
む
）

申
込
み　

４
月
13
日
ま
で
に
前ま

え
だ田（

☎

377
〜
７
２
７
１
）

　

募  

集  

し  

ま  

す

▼
合
気
道

　

合
気
道
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
心
身

鍛
錬
、
護
身
、
礼
儀
作
法
、
美
容
、

健
康
増
進
な
ど
、
自
然
と
調
和
し
た

動
き
が
身
に
付
き
ま
す
。
初
心
者
や

女
性
も
大
歓
迎
。
見
学
者
は
直
接
体

育
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
水
曜　

午
後
６
時
50
分

〜
８
時
30
分

場
所　

総
合
体
育
館
ほ
か

問
合
せ　

三み
や
け宅

（
☎
377
〜
７
３
６
３
）

▼
ア
ル
ク　

ア
ン
シ
ェ
ル　

ポ
ン

　

子
ど
も
の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
で
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
ー
を
基
本
に
ジ
ャ

ズ
、
フ
ァ
ン
ク
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
ダ
ン
ス
を
楽
し
く
学

び
ま
す
。

対
象　

４
歳
〜
中
学
生

日
時　

毎
週
火
曜　

午
後
４
時
15
分

〜
６
時
45
分

場
所　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
練
習
室

会
費　

月
額
３
０
０
０
円

問
合
せ　

和わ

ち知 

（
☎
372
〜
９
４
６
４
）

▼
Ｍ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

　

音
楽
に
乗
っ
て
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る

こ
と
の
気
持
ち
よ
さ
、
体
を
動
か
す

こ
と
の
楽
し
さ
、
表
現
す
る
こ
と
の

充
実
感
を
一
緒
に
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

中
学
生
以
上

日
時　

初
中
級
ク
ラ
ス
＝
毎
週
木
曜

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
、
基
礎
ク
ラ

ス
・
タ
ッ
プ
ク
ラ
ス
＝
隔
週
土
曜　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
練
習
室

問
合
せ　

和わ

ち知 

（
☎
372
〜
９
４
６
４
）

▼
Ｆ
Ｃ
大
曲
ジ
ュ
ニ
ア

　

大
曲
・
輪
厚
地
区
の
サ
ッ
カ
ー
少

年
団
で
す
。

対
象　

４
月
か
ら
大
曲
東
小
・
大
曲

小
・
西
部
小
の
１
〜
５
年
に
な
る
児
童

活
動
日　

夏
季
（
５
月
〜
10
月
末
）

●
低
学
年
＝
毎
週
火
・
土
曜　

●
高
学
年
＝
毎
週
水
・
木
・
金
曜

場
所　

各
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

会
費　

月
額
１
５
０
０
円
〜
２
５
０

０
円
、父
母
会
費
年
額
２
０
０
０
円
、

保
険
料
年
額
５
０
０
円

問
合
せ　

村む
ら
た田 

（
☎
377
〜
５
７
７
１
）

▼
大
曲
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
少
年
団

　

み
ん
な
で
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
や
り
ま
せ
ん
か
？　

楽
し
く
元

気
に
体
を
動
か
そ
う
。
男
の
子
も
女

の
子
も
大
歓
迎
で
す
。
い
つ
で
も
練

習
日
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

小
学
校
１
〜
６
年
生

日
時　

毎
週
月
曜
＝
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
30
分
、
毎
週
水
曜
＝
午
後
４

時
〜
６
時
、
毎
週
土
曜
＝
午
前
９
時

〜
正
午
・
正
午
〜
午
後
３
時

場
所　

大
曲
小
学
校
体
育
館
（
大
曲

東
小
学
校
の
と
き
も
あ
り
ま
す
）

問
合
せ　

大
曲
ミ
ニ
バ
ス
少
年
団
後

援
会
事
務
局
古ふ

る
も
と本 

（
☎
377
〜
８
５
１
０
）

▼
ロ
マ
ン
・
ハ
ー
プ
〝
大
正
琴
初
心

者
無
料
講
習
会
〞

　

楽
器
は
お
貸
し
し
ま
す
の
で
、
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
７
日
〜
28
日
の
各
金
曜

（
全
４
回
）　

午
前
11
時
〜
正
午

会
場　

大
曲
会
館

内
容　

基
本
的
な
練
習
（「
さ
く
ら

さ
く
ら
」「
荒
城
の
月
」
な
ど
が
弾

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
）

申
込
み　

渡わ
た
な
べ辺

（
☎
372
〜
２
８
１
０
）

▼
押
し
花
サ
ー
ク
ル
舞

　

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
押
し
花
額
を

手
作
り
し
、
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
ど
う
で
す
か
？

日
時
・
内
容　

４
月
13
日
（木）
＝
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
押
し
花
づ
く
り
▼
27
日

（木）
＝
額
づ
く
り　

い
ず
れ
も
午
前
11

時
〜
午
後
２
時

会
場　

夢
プ
ラ
ザ（
大
曲
３
７
０
〜
２
）

費
用　

２
１
０
０
円
（
実
費
）

＊
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会
費

は
、
４
月
は
無
料
で
５
月
か
ら
１
回

５
０
０
円
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

古こ
が
わ川

（
☎
376
〜
２
８
９
８
）

▼
赤
い
実
の
会〝
布
の
お
も
ち
ゃ
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
と
製
作
活
動
〞

　

布
の
お
も
ち
ゃ
で
子
ど
も
と
一
緒

に
遊
び
ま
せ
ん
か
。
お
も
ち
ゃ
作
り

も
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

布
の
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日
時　

４
月
14
日
（金）　

午
前
10
時
〜

正
午

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

布
の
お
も
ち
ゃ
製
作
活
動

日
時　

４
月
14
日
（金）
＝
午
後
１
時
〜

３
時
、
28
日
（金）
＝
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

山や
ま
も
と本

（
☎
373
〜
１
９
８
６
）

▼
北
広
島
市
花
の
愛
好
会
〝
第
２
回

研
修
会
〞

日
時　

４
月
15
日
（土）　

午
後
１
時
か
ら

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

美
し
く
咲
か
せ
る
バ
ラ
の
す

べ
て
「
バ
ラ
づ
く
り
の
専
門
家
か
ら

バ
ラ
の
選
び
方
・
育
て
方
を
学
ぶ
」

講
師　

札
幌
百
合
が
原
公
園　

緑
の

セ
ン
タ
ー　

所
長　

工
藤
敏
博
先
生

参
加
料　

１
０
０
０
円（
会
員
無
料
）

問
合
せ　

白し
ら
い
し石

（
☎
372
〜
３
７
７
９
）

▼
北
広
島
時
習
学
園
〝
開
講
記
念
講

演
会
〞

　

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

４
月
22
日
（土）　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題　

高
齢
期
の
望
ま
し
い
生
き
方

講
師　

元
道
都
大
学
教
授　

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
清
六
さ
ん

参
加
料　

無
料

問
合
せ　

中な
か
ば
や
し林

（
☎
372
〜
８
５
２
８
）

▼
Ｄ
Ａ
Ｂ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
〝
結
成

10
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
〞

　

東
京
か
らJA

Z
Z

ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ

ー
の
村
田
浩
さ
ん
を
お
招
き
し
て
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

４
月
30
日
（日）　

開
場
午
後
１

時
30
分　

開
演
午
後
２
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

内
容　

●
第
１
部　

Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ａ
Ｎ

Ｄ
ス
テ
ー
ジ
（「
黒
田
節
」・「
キ
ッ

ス
は
目
に
し
て
」
な
ど
、
歌
謡
曲
・

ラ
テ
ン
）　

●
第
２
部　

村
田
浩
＋

Ｄ
Ａ
Ｂ
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

入
場
料　

前
売
り
８
０
０
円
、
当
日

１
２
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
、

中
央
公
民
館
、
Ｄ
Ａ
Ｂ
メ
ン
バ
ー

問
合
せ　

山や
ま
な名

（
☎
373
〜
２
１
７
０
）

▼
第
11
回
北
広
島
市
民
剣
道
大
会

日
時　

５
月
７
日
（日）　

午
前
９
時
か
ら

会
場　

総
合
体
育
館

試
合
内
容

●
個
人
戦　

小
学
４
年
生
以
下
の
部
、

小
学
５　

６
年
生
の
男
女
各
部
、
中

学
生
の
男
女
各
部
、
一
般
男
女
の
初

段
・
２
段
・
３
段
・
４
段
以
上
の
各
部

●
団
体
戦　

小
学
４
年
生
以
下
の
部
、

小
学
６
年
生
以
下
の
部
、
中
学
生
の

部
、
高
校
生
・
一
般
の
部

参
加
料
（
大
会
当
日
に
納
入
）　

●
個
人
戦　

１
人
１
０
０
０
円

●
団
体
戦　

１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円

表
彰　

個
人
戦
・
団
体
戦
と
も
第
３

位
ま
で

申
込
み　

４
月
20
日
ま
で
に
北
広
島

剣
道
連
盟
高た

か
は
し橋

（
☎
372
〜
０
８
０
８
、

FAX
　

372
〜
６
２
２
６
）

▼
佐
藤
弘
師
範
を
偲し

の

ぶ
囲
碁
大
会
！

　

故
人
の
念
願
で
し
た
、
夢
プ
ラ
ザ

で
の
大
会
を
追
悼
の
意
を
込
め
和
や

か
に
行
え
た
ら
幸
い
で
す
。
囲
碁
に

携
わ
る
多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

４
月
16
日
（日）　

午
前
10
時
30

福島　紫さん
（バイオリン）

山田陽子さん
（ピアノ）

広報紙に掲載されている写真（本人または家族が写っているもの）を
ご希望の方は、ご連絡ください。無料で差し上げます。



㉓

▼
北
広
山
森
友
会

　

新
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
主
に
北

広
山
で
活
動
し
て
い
ま
す
。登
山（
初

級
〜
中
級
）・
自
然
観
察
・
写
真
・

ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
通
し
て
健
康
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。
年
齢
は
問
い
ま

せ
ん
。

例
会　

毎
月
第
１
木
曜　

午
後
７
時

〜
９
時　

場
所　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

会
費　

入
会
金
な
し
、
年
額
３
０
０

０
円
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
年
額
大
人
１

５
０
０
円
・
子
ど
も
８
０
０
円

問
合
せ　

合ご
う
だ田

（
☎
377
〜
４
２
５
１
）

▼
北
広
島
音
楽
協
会〝
「
第
13
回
若

手
演
奏
家
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
in
北

ひ
ろ
し
ま
」
出
演
者
〞

開
催
日　

８
月
27
日
（日）

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

応
募
資
格　

北
広
島
に
縁
が
あ
り
、

大
学
卒
業
程
度
で
音
楽
を
糧
と
し
て

勉
強
し
て
い
る
方

演
奏
種
別　

邦
楽
、
洋
楽
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー

事
前
審
査　

Ｃ
Ｄ
、
Ｍ
Ｄ
な
ど
に
よ

る
演
奏
録
音
提
出
（
当
日
演
奏
予
定

曲
）。
結
果
通
知
は
６
月
中
旬
。

応
募
期
限　

５
月
31
日

問
合
せ　

事
務
局
畠は

た
け
や
ま山

（
☎
・
FAX
　

373

〜
１
４
３
７
）

▼
北
広
島
時
習
学
園（
中
高
年
対
象
）

　

楽
し
み
な
が
ら
生
涯
学
習
活
動
を

し
て
、
豊
か
な
人
生
を
送
り
ま
せ
ん

か
。
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
月
第
２
・
第
４
土
曜　

午

後
１
時
〜
４
時

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

活
動
内
容　

●
講
師(

大
学
教
授
・

行
政
職
員
・
市
民
教
授)

を
招
い
て

の
講
義
、
自
主
講
座
、
研
修
旅
行
な

ど　

●
サ
ー
ク
ル
活
動（
屋
外
活
動
、

カ
ラ
オ
ケ
、俳
句
、書
道
、囲
碁
、パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
）

会
費　

月
額
１
０
０
０
円

問
合
せ　

中な
か
ば
や
し林 

（
☎
372
〜
８
５
２
８
）

▼
北
広
山
の
会

　

新
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
自
然
観

察
・
写
真
・
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
通
し

て
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
北

広
山
や
道
内
の
山
で
活
動
し
ま
す
。

初
級
〜
上
級
、年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

例
会　

毎
月
第
１
木
曜　

午
後
７
時

〜
９
時　

場
所　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

会
費　

年
額
３
０
０
０
円
、
ス
ポ
ー

ツ
保
険
年
額
１
５
０
０
円

問
合
せ　

事
務
局
岡お

か
む
ら村

（
☎
372
〜
１

０
６
３
）

▼
コ
ー
ラ
ル
・
ド
・
パ
ル
フ
ァ
ム
（
女

声
合
唱
）

　

コ
ー
ラ
ス
を
始
め
た
い
人
！　

日

本
の
叙
情
歌
や
外
国
曲
、
季
節
の
小

曲
を
女
性
が
織
り
成
す
音
の
世
界
で

楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

日
時　

毎
週
土
曜　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

会
費　

月
額
３
０
０
０
円

問
合
せ　

大お
お
ひ
ら平

（
☎
373
〜
０
７
８
１
）

▼
詩
吟
サ
ー
ク
ル
中
央
吟
詠
会

　

詩
吟
は
難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
誰
に
で
も
で
き
ま
す
。
自
分

の
音
域
で
腹
の
底
か
ら
声
を
出
し
て

吟
じ
る
の
で
健
康
に
も
最
適
で
す
。

楽
し
み
な
が
ら
仲
間
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か
。気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
木
曜　

午
後
６
時
30
分

か
ら

場
所　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

会
費　

月
額
１
０
０
０
円

問
合
せ　

中な
か
が
わ川

（
☎
372
〜
３
５
０
４
）

▼
女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

女
声
コ
ー
ラ
ス
な
ら
で
は
の
き
め

細
か
い
響
き
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
月
１
回
ボ
イ
ス
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
（
講
師
・
板
垣
恵
さ
ん
）

を
受
け
て
い
ま
す
。
一
度
、
練
習
を

見
学
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所　

第
１
・
第
２
火
曜
＝

東
記
念
館
、
第
３
・
第
４
火
曜
＝
中

央
公
民
館　

午
前
10
時
〜
正
午

会
費　

入
会
金
５
０
０
円
、
月
額
１

２
０
０
円

問
合
せ　

神じ
ん
な
い内

（
☎
373
〜
３
２
１
１
）

▼
新
婦
人　

赤
ち
ゃ
ん
・
親
子
リ
ズ

ム
小こ

ぐ
み組

　

リ
ズ
ム
体
操
は
手
足
を
し
っ
か
り

動
か
し
、
体
の
筋
肉
を
育
て
、
脳
を

刺
激
し
、
発
達
を
促
し
ま
す
。
親
も

子
も
友
達
を
つ
く
っ
て
、
ゆ
っ
た
り

子
育
て
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

生
後
３
カ
月
か
ら
３
歳
く
ら

い
ま
で
の
子
ど
も
と
お
母
さ
ん

日
時
・
場
所　
「
ぽ
か
ぽ
か
」
＝
毎

週
木
曜
・
中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）、

「
て
く
て
く
」
＝
毎
週
火
曜
・
西
の

里
団
地
集
会
所　

い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

会
費　

入
会
金
１
０
０
円
、
月
額
８

０
０
円

＊
い
つ
で
も
体
験
で
き
ま
す
が
、
外

遊
び
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

沢さ
わ
ぐ
ち口

（
☎
373
〜
１
７
５
５
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ

　

広
い
体
育
館
で
一
緒
に
遊
び
ま
せ

ん
か
。

対
象　

１
歳
６
カ
月
以
上
の
幼
児

日
時　

基
本
的
に
第
２
・
第
４
金
曜

午
前
11
時
〜
正
午

場
所　

総
合
体
育
館

会
費　

入
会
金
な
し　

年
額
１
０
０

０
円
（
う
ち
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
５
０

０
円
）

持
ち
物　

上
靴
（
動
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

＊
４
月
21
日
（金）
午
前
11
時
か
ら
正
午

ま
で
無
料
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

入
会
の
申
し
込
み
は
、
こ
の
日
だ
け

の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

植う
え
だ田

（
☎
377
〜
５
９
９
１
）

▼
地
域
友
好
の
つ
ど
い
（
フ
ラ
ダ
ン

ス
部
門
）

　

こ
の
会
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
三
世

代
の
交
流
を
目
的
に
発
足
さ
れ
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

初
心
者
大
歓
迎
。
動
き
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
体
験
期
間

中
の
参
加
は
無
料
で
す
。
ハ
ワ
イ
直

属
の
講
師
・
河
合
洋
子
先
生
に
よ
る

指
導
で
す
。

日
時　

４
月
５
日
か
ら
の
毎
週
水
曜

（
祝
日
を
除
く
）　

午
後
４
時
〜
６
時

場
所　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
練
習
室

定
員　

先
着
15
人

問
合
せ　

梅う
め
だ田

（
☎
373
〜
４
４
５
７
、

090
〜
２
８
７
４
〜
５
０
５
１
）

▼
西
の
里
Ｆ
Ｃ
ガ
ン
バ（
サ
ッ
カ
ー
）

　

一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
で
汗
を
流
し
ま

せ
ん
か
。
い
つ
で
も
見
学
・
体
験
で

き
ま
す
。
女
子
も
大
歓
迎
で
す
。

対
象　

西
の
里
小
学
校
１
〜
６
年
生

日
時
・
場
所　
（
夏
季
）
毎
週
土
・

日
曜　

午
前
９
時
〜
正
午
＝
西
の
里

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
毎
週
水
曜　

午
後
６
時
〜
７
時
30
分
＝
西
の
里
小

学
校
体
育
館

問
合
せ　

三み
つ
ま
た股

（
☎
375
〜
５
９
４
５
）

▼
西
の
里
バ
レ
ー
同
好
会

　

経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
一
緒
に
汗

を
流
し
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
の
い
る

方
も
大
丈
夫
。
気
軽
に
見
学
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

虹
ヶ
丘
、
西
の
里
地
区
に
お

住
ま
い
の
方

日
時　

毎
週
木
曜　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

西
の
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
育
館

問
合
せ　

遠と
お
や
ま山

（
☎
375
〜
２
２
６
１
）

▼
日
本
吟
道
学
院
北
広
島
支
部

　

自
分
の
音
域
で
、
腹
の
底
か
ら
声

を
出
し
て
吟
ず
る
こ
と
は
、
健
康
に

最
適
で
す
。
漢
詩
、
歌
謡
、
童
謡
入

り
、
和
歌
な
ど
幅
広
く
吟
じ
て
い
ま

す
。気
軽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

日
時
・
場
所　

毎
週
火
曜　

午
後
５

時
か
ら
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
毎
週
木

曜　

午
後
１
時
か
ら
＝
団
地
住
民
セ

ン
タ
ー

問
合
せ　

浅あ
さ
し師

（
☎
373
〜
５
０
３
２
）

▼
登
ろ
う
会

　

新
規
の
仲
間
を
募
集
中
！　

登
山

を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
あ
な
た
、

気
軽
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

70
歳
未
満
で
体
力
に
自
信
の

あ
る
方

活
動
日　

毎
週
土
・
日
曜

場
所　

道
内
全
域

費
用　

ス
ポ
ー
ツ
保
険
年
額
１
５
０

０
円

問
合
せ　

渡わ
た
な
べ辺 

（
☎
372
〜
２
３
８
４
）

▼
広
島
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

対
象　

小
学
生
の
男
女

日
時　

毎
週
土
曜
の
午
後

場
所　
（
夏
季
）
市
内
プ
ー
ル
、（
冬

季
）
厚
別
プ
ー
ル

会
費　

月
額
２
０
０
０
円

＊
入
団
説
明
会
を
４
月
９
日
（日）
午
後

１
時
か
ら
３
時
ま
で
中
央
会
館
（
市

役
所
隣
）
で
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

西に
し
む
ら村

（
☎
372
〜
６
９
０
１
）

▼
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
（
ピ
ラ
テ
ィ
ス
サ

ー
ク
ル
）

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
体
の
ゆ
が
み
を
な

く
し
、
理
想
の
体
に
変
え
て
い
く
誰

に
で
も
で
き
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

日
時
・
場
所　

●
毎
週
水
曜　

午
前
10
時
〜
11
時
＝

東
記
念
館　

●
毎
週
木
曜　

午
前
10
時
〜
11
時
＝

夢
プ
ラ
ザ
（
大
曲
３
７
０
〜
２
）

●
毎
週
金
曜　

午
後
11
時
15
分
〜
午

後
０
時
15
分
＝
東
記
念
館

＊
仕
事
な
ど
で
忙
し
い
方
の
た
め
に
、

振
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

松ま
つ
も
と本

（
☎
373
〜
７
７
１
３
）

「ふれあい通信」はサークルの会員募集や行事のお知らせにご利用ください。ただし、サークルの会員募集は６カ月に一度の掲載に限らせていただきます。
広報原稿は１日号が広報発行月の前月の１日まで、15日号が広報発行月の前月の15日までに情報推進課広報担当（FAX372-5115）へ。行事のお知らせ・会員
募集とも、文章表現をできる限り短くし、対象・日時・場所・会費・問合せ先などを項目別に書いてください。なお、編集上表現を短くすることがあります。



　

２
月
23
日
、
シ
ル
バ
ー
活
動

セ
ン
タ
ー
で
身
近
な
森
の
学
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
手
入
れ
さ
れ
た
林
は
セ
ラ

ピ
ス
ト
」
と
題
し
て
の
講
演
で

は
、
森
林
の
散
策
が
体
に
良
い

こ
と
、
森
林
を
総
合
的
に
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
健
康
増
進
に

つ
な
が
る
こ
と
、
森
林
か
ら
受

け
る
人
間
へ
の
効
果
な
ど
が
分

か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
市
民
は
、講
師
の
話
を
熱
心
に
聞
き
、

さ
わ
や
か
な
森
を
想
像
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
、
夢

プ
ラ
ザ
で
「
サ
ク

ソ
フ
ォ
ン
ド
リ
ー

ム
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

夢
プ
ラ
ザ
で
は
、

４
月
９
日
の
オ
ー

プ
ン
に
向
け
、
た

く
さ
ん
の
市
民
に

施
設
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
１
回
目
が
講
演
会
、
そ
し
て
２
回
目

の
今
回
は
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
１
５
０
人
の
市
民
は
、
新
し
い
施
設
で

初
め
て
開
催
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
、
春

間
近
な
ひ
と
と
き
を
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
音
色
で
過

ご
し
ま
し
た
。

　

３
月
16
日
、
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
広
島
商
工
会
が
主
催
す
る
第
20
回
経
済
セ
ミ
ナ
ー
。
講
師
は
、

テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の
元
国
会
議
員
の
浜
田
幸
一
さ
ん
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
、
日
本
の
政

治
経
済
の
今
後
の
ゆ
く
え
。

　

悪・

党・

党・

幹
事
長
で
有
名
な

浜
田
幸
一
さ
ん
は
開
演
前
か

ら
客
席
に
登
場
し
、
独
特
の

し
ゃ
べ
り
で
観
客
を
魅
了
。

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い

の
市
民
は
、
た
め
に
な
る
話

と
ハ
マ
コ
ー
節
に
大
き
な
拍

手
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
、
広

島
大
谷
幼
稚
園
で

英
語
劇
の
発
表
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
年
前
か
ら
ア

メ
リ
カ
人
の
マ
ヤ
・

ム
ー
ア
・
平
山
さ

ん
の
指
導
を
受
け
、

年
中
組
が
『
桃
太

郎
』、
年
長
組
が

『
小
人
の
靴
屋
』
を
英
語
で
話
し
、
歌
も
披
露
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
劇
の
合
間
に
は
英
会
話

の
日
ご
ろ
の
成
果
も
ワ
ン
・
ツ
ー
・
ス
リ
ー
。

　

ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
父
母
た
ち
は
、
子
ど
も
た

ち
の
英
語
に
聞
き
入
り
、
先
生
の
「
ベ
リ
ー
ベ
リ

ー
グ
ッ
ド
」
に
大
き
く
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

サクソフォンドリームコンサート　 身
近
な
森
の
学
習
会

ハ
マ
コ
ー
お
お
い
に
語
る

英語劇発表会

　

春
に
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
草
木
が
元
気
を

出
し
、
花
開
き
ま
す
。

　

ツ
ツ
ジ
は
目
覚
め
が
遅
い
方
で
す
が
、
寒
い

地
方
で
い
ち
早
く
咲
く
ツ
ツ
ジ
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
エ
ゾ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
で
す
。

　

エ
ゾ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
は
、
ツ
ツ
ジ
科
に
属

す
る
低
木
。
４
〜
５
月
に
開
花
し
、
開
花
後
に

葉
が
繁
る
の
が
特
徴
で
す
。
北
広
島
市
内
で
も
、

そ
こ
こ
こ
で
か
わ
い
い
花
を
咲
か
せ
て
い
る
の

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

外
へ
出
て
、
春
の
心
地
よ
い
空
気
を
体
い
っ

ぱ
い
に
吸
い
込
み
、
野
山
や
庭
の
花
や
虫
、
鳥

な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
新
し
い
こ
と
を
考
え

て
み
る
。そ
れ
も
ま
た
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
す
。

　

18
年
余
り
に
わ
た
っ
て
続
い
た
「
き
た
ひ
ろ

し
ま
の
生
き
物
」。
皆
さ
ん
は
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

エゾムラサキツツジ
（ツツジ科）

エ
ル
フ
ィ
ン
タ
ウ
ン
の
仲
間
た
ち

＊
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
１
０
０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

き
た
ひ
ろ
し
ま
の
生
き
物
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＊長い間、ご愛読いただきました「きたひろしまの生き物」は、今号で終了させていただきます。


